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刊行にあたって

　平成２３年度、当館では７本の展覧会を開催いたしました。

　前年度３月～４月半ばにかけて東日本大震災の影響で臨時休館を余儀なくされました

が、　再開後の春の特別展「上杉氏のルーツ」会期中のゴールデンウィークには無料開

放を行い、大きなにぎわいがありました。また秋の特別展「洛中洛外図屏風に描かれた

世界」では当館の国宝「上杉本洛中洛外図屏風」に重要文化財の「林原本」「舟木本」も

合わせて展観し、大変見応えのある内容となりました。また、追加事業として米沢ゆか

りの日本画の大家が相次いでご逝去されたことを受け、追悼特別展「遠藤桑珠と福王寺

法林」を急遽開催し、お二人の業績を偲びました。

　ここに、平成２３年度の年報を発刊するにあたり、これまでご協力を賜りました関係各

位に深く感謝申し上げますとともに、今後ともなお一層のご指導とご協力をお願い申し

上げます。

平成２４年８月

米沢市上杉博物館
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　国宝「上杉家文書」に記された贈答について、贈答品やその機会、人間関係などを紹介した。上杉本洛中洛外図屏
風の複製も合わせて展示した。特別展によって洛中洛外図屏風（複製）が企画展示室に展示された場合は、それに代
わる厩図屏風などを展示したこともあった。

①「端午の節句」　４月１６日（土）～５月２４日（火）
□厩図屏風　六曲一双　桃山時代（１６世紀）ヵ
□九曜紋蜻蛉文馬具　一式　江戸時代中期（１８世紀）
■国宝　上杉家文書

鯵坂長実書状　一通　（年未詳）５月３日
徳川秀忠御内書　一通（年未詳）５月４日　
大蔵卿局奉書　一通　（年未詳）４月２９日

②「特権の見返り」５月２６日（木）～６月２１日（火）
□５月２６日（木）～６月５日（日）　厩図屏風六曲一双　桃山時代（１６世紀）ヵ
□６月６日（月）～６月２１日（火）　複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　狩野永徳
□銅銭（開元通宝・元豊通宝・洪武通宝・永楽通宝ほか）九枚　唐代～明代（７～１５世紀）
■国宝上杉家文書

足利義晴御内書　一通（享禄３年・１５３０）９月２８日　　足利義輝御内書　一通（天文２１年・１５５２）５月２５日
大館晴光書状　一通　（天文２１年・１５５２）５月２５日　　渡辺盛綱書状　一通　（天文２１年・１５５２）５月２８日
山形光秀書状　一通　（天文９年・１５４０ヵ）９月２７日　　徳川秀忠御内書　一通（元和９年・１６２３）３月１日

③「珍しき物～特産品」６月２３日（木）～７月２６日（火）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝「上杉家文書」

北条氏康書状　一通　（永禄１２年・１５６９）６月１０日　　為直書状　一通　　　（年未詳）　　　　５月９日
北条家進物折紙　一通（永禄１２年・１５６９）１１月晦日　　武田勝頼書状　一通　（天正９年・１５８１）５月１７日
正覚坊秀清書状　一通（年未詳）　　　　９月２０日　　北条氏政書状　一通　（永禄１２年・１５６９）１１月２９日
小島職鎮書状　一通　（永禄１２年・１５６９）４月２６日

④「贈答の定番」７月２８日（木）～８月２３日（火）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

北条氏綱書状　一通　（大永５年・１５２５）３月１０日　　織田信長書状　一通　（元亀２年・１５７１）３月２０日
豊臣秀吉書状　一通　（年未詳）　　　　７月１日　　武田勝頼書状　一通　（天正６年・１５７８）１１月１８日
武田勝頼書状　一通　（天正９年・１５８１）１１月１０日　　上野元治書状　一通　（年未詳）　　　　９月２１日
上杉謙信書状　一通　（年未詳）　　　　７月３日

⑤「重陽の節句」８月２５日（木）～９月２７日（火）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

豊臣秀吉朱印状　一通（天正１８年・１５９１ヵ）９月７日　　豊臣秀頼黒印状　一通（年未詳）　　　　９月３日
高台院消息　一通　　（年月日未詳）　　　　　　　　徳川家康黒印状　一通（年未詳）　　　　９月９日
徳川秀忠御内書　一通（年未詳）　　　　９月５日　　徳川家光書状　一通（年未詳）　　　　　９月３日

⑥「文化を支える」９月２９日（木）～１０月７日（金）　　　　１１月７日（月）～１１月２３日（水祝）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文

畠山義総書状　一通（年未詳）　　　　　１２月３日　　勝興寺佐計書状　一通（年未詳）　　　　２月２１日
細川高国書状　一通　（大永４年・１５２４）閏１１月１４日　　杉興相書状　一通　　（年未詳）　　　　１１月１０日

１　展　示�

（１）常設展示　上杉文華館�
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□橘松竹葵紋蒔絵香道具　一式　江戸時代（１８世紀）　　□橘松竹葵紋蒔絵茶箪笥　一基　江戸時代（１８世紀）
□松梅竹に雀文桐紋散蒔絵棗　一合　江戸時代（１７世紀）

⑦「お歳暮」１１月２５日（金）～１２月２５日（日）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

北条氏政書状　一通　（永禄１２年・１５６９）１２月２６日　　武田勝頼書状　一通　（年未詳）　　　　２月６日
上杉謙信書状　一通　（年未詳）　　　　１２月晦日　　豊臣秀吉朱印状　一通（年未詳）　　　　１２月２８日
徳川秀忠御内書　一通（年未詳）　　　　１２月２３日

⑧「新春のお慶び」１月１日（日祝）～１月２９日（日）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

大江広春書状　一通　（永正１７年・１５２０）２月２３日　　定俊書状　一通　　（年未詳）　　　　　正月２５日
梶原政景書状　一通　（天正５年・１５７７）２月２６日　　徳川秀忠書状　一通（年未詳）　　　　　正月３日
上杉景勝書状　一通　（年未詳）　　　　正月６日

⑨「武家として」１月３１日（火）～２月２６日（日）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

足利義晴御内書　一通（大永８年・１５２８ヵ）６月２０日　　前野長泰書状　一通　（年未詳）　　　　正月３日
足利義昭御内書　一通（永禄１１年・１５６８）３月６日　　富森信盛書状　一通　（天文２１年・１５５２）５月２５日
畠山義総書状　一通　（年未詳）　　　　２月１７日

□浅葱糸威二枚胴具足　一領　室町時代（１６世紀）

⑩「身近な贈り物」２月２８日（火）～３月２５日（日）
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風　六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
■国宝上杉家文書

黒金景信書状　一通　（天正１６年・１５８８）５月６日　　広泰寺昌派書状　一通（永禄１２年・１５６９）閏５月１６日
広橋国光書状　一通　（永禄３年・１５６０）７月２日　　聖護院道増書状　一通（年未詳）　　　　４月２１日
上杉景勝書状　一通　（年未詳）　　　　９月２５日

⑪「贈り物が必要なとき」３月２７日（火）～４月２４日（火）
□国宝上杉本洛中洛外図屏風（４／２１～）六曲一双　　室町～桃山（１６世紀）狩野永徳
□複製　国宝上杉本洛中洛外図屏風（３／２９～４／２０）六曲一双　原本　室町～桃山（１６世紀）
■国宝上杉家文書

山内重俊書状　一通　（年未詳）　　　　６月３日　　秋庭元当奉書　一通　（大永５年・１５２５）閏１１月１４日
徳川秀忠御内書　一通（元和６年・１６２０）８月５日　　鍋島勝茂書状　一通　（寛永５年・１６２８）１０月１３日

□上杉定勝書状案　一通（年月日未詳）

□コレクショントーク
　①５月１４日（土）　②５月２８日（土）　③６月２５日（土）
　④７月３０日（土）　⑤８月２７日（土）　⑥１０月１日（土）
　⑦１１月２６日（土）　⑧１月７日（土）　⑨２月４日（土）
　⑩３月３日（土）　⑪３月３１日（土）
　いずれも１４：００から
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会　　期■平成２３年４月１６日（土）～６月５日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）常設展示一体型
開催日数■４９日間
主　　催■米沢市上杉博物館

内　　容
　上杉景勝が初代藩主となって以来、１３代藩主上杉茂憲が明治維新を迎えるま
で、２７０年の江戸時代を通じて、米沢藩は一度の国替えもなく上杉氏を領主に
戴いた。その上杉氏のルーツはいかなるものか。いつ、どのように歴史の表舞
台に登場したのか。常設展示も含め、いままで触れる機会がなかった。開館１０
周年の節目に際し、貴族であった勧修寺流藤原氏が上杉氏という武士として歩
み始めた歴史を、国宝上杉家文書を中心に紹介した。関東管領上杉家の成立か
ら最後の関東管領上杉謙信までを辿った。２５ｍのケース全部使っても開ききれ
ない長い上杉氏系図が好評だった。
　東日本大震災の直後で、開催が危ぶまれたものの予定通りの開催となった。
しかし、４月中は新幹線も動かず、入館者は例年と比べ激減したが、４月２９日から５月８日まで入館無料としたため、
同時期としては、平成２１年の天地人博に次ぐ入館者となった。

入 館 料　一般６００（４８０）円　高大生４００（３２０）円　小中生２５０（２００）円
入館者数　２０，８３０人
展示資料　３８点
関連事業　■講演会　５月７日（土）１４：００～１６：００　

「関東管領上杉家の成立～上杉憲顕の政治的功績～」　筑波大学教授　山本隆志氏
■ギャラリートーク

４月１６日（土）１０：００～１１：００　
「展覧会みどころ解説」　米沢市上杉博物館学芸主査　角屋由美子
４月２３日（土）１４：００～１５：００
「鎌倉公方と関東管領」　米沢市上杉博物館主任学芸員　阿部哲人
４月３０日（土）１４：００～１５：００　
「戦国期の関東管領」　群馬県立歴史博物館主任学芸員　森田真一氏
５月２１日（土）１４：００～１５：００　
「古河公方と関東管領」　鎌倉市学芸員　阿部能久氏
６月４日（土）１４：００～１５：００　
「古き家に候（そうろう）」　米沢市上杉博物館学芸主査　角屋由美子

構　　成
プロローグ　「上杉」の本姓は「藤原」
第一章　　　上杉氏の登場
第二章　　　関東管領上杉氏の成立
第三章　　　東国の争乱
第四章　　　衰退する関東管領上杉氏
第五章　　　最後の関東管領上杉謙信
エピローグ　古き家に候

展示資料
№ 資料名 員数 時代 所蔵 
プロローグ　　「上杉」の本姓は「藤原」
１ 上杉謙信願文（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　元亀３年（１５７２）６月１５日 米沢市上杉博物館
２ 上杉治憲（鷹山）書 １幅 江戸時代　寛政９年（１７９７） 米沢市上杉博物館

２　企画展示�

（１）開館１０周年記念特別展「上杉氏のルーツ」�
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印 刷 物
ポスター　Ｂ２判
チラシ　Ａ４判
図　録　Ａ４判８０頁
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№ 資料名 員数 時代 所蔵 
３ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　（永禄４年・１５６１） 米沢市上杉博物館
４ 上杉氏系図（国宝「上杉家文書」） １帖 江戸時代（１９世紀） 米沢市上杉博物館

第一章　　上杉氏の登場
５ 上杉重房坐像 １基 明治時代　明治３５年（１９０２）３月 個人
６ 上杉清子消息（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代 （建武５年・１３３８）５月２７日 米沢市上杉博物館
７ 足利尊氏書状（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代　（年未詳）９月２０日 米沢市上杉博物館

第二章　　関東管領上杉氏の成立
８ 足利直義書状（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代 （建武４年・１３３７）５月１９日 米沢市上杉博物館
９ 足利義詮御内書（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代 （康安元年・１３６１）９月１５日 米沢市上杉博物館
１０ 足利基氏書状（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代 （貞治２年・１３６３）３月２４日 米沢市上杉博物館
１１ 太平記（米沢市指定文化財） ４１冊（巻２２欠） 室町時代（１６世紀） 市立米沢図書館
１２ 細川頼之奉書（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代　応安２年（１３６９）１０月３日 米沢市上杉博物館
１３ 足利義満御内書（国宝「上杉家文書」） １通 南北朝時代 （康暦元年・１３７９）４月１５日 米沢市上杉博物館

第三章　　東国の争乱
１４ 足利持氏安堵御教書（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　応永２４年（１４１７）閏５月２５日 米沢市上杉博物館
１５ 足利義持安堵下文（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　応永２４年（１４１７）７月４日 米沢市上杉博物館
１６ 足利義教御内書（国宝「上杉家文書」） １通（１巻） 室町時代 （永禄１２年・１４４０）１１月２２日 米沢市上杉博物館
１７ 足利義教御内書（国宝「上杉家文書」） １通（１巻） 室町時代 （永禄１３年・１４４１）正月２５日 米沢市上杉博物館
１８ 足利義教御内書（国宝「上杉家文書」） １通（１巻） 室町時代 （嘉吉元年・１４４１）５月２日 米沢市上杉博物館
１９ 足利義教御内書（国宝「上杉家文書」） １通（１巻） 室町時代 （永禄１０年・１４３８）１０月２１日 米沢市上杉博物館
２０ 上杉憲実書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代 （文安元年・１４４４）９月２日 米沢市上杉博物館
２１ 畠山持国奉書写「山内上杉家御教書以下引付」 １通（１冊） 室町時代　宝徳２年（１４５０）７月１０日 米沢市上杉博物館
 （国宝「上杉家文書」）
２２ 後花園天皇口宣案（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　享徳３年（１４５４）３月２９日 米沢市上杉博物館
２３ 上杉房定書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　（享徳４年・１４５５）６月９日 米沢市上杉博物館
２４ 細川勝元奉書（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　享徳４年（１４５５）７月２９日 米沢市上杉博物館

第四章　　衰退する関東管領上杉氏
２５ 足利義晴御内書（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代 （享禄元年・１５２８ヵ）１２月１２日 米沢市上杉博物館
２６ 大館常興書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代 （享禄元年・１５２８ヵ）１２月１２日 米沢市上杉博物館
２７ 八木義宣書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代 （大永五年・１５２５）３月２３日 米沢市上杉博物館
２８ 上杉憲盛書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　（永禄１２年・１５６９）７月１５日 米沢市上杉博物館
２９ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　（永禄２年・１５５９）６月２６日 米沢市上杉博物館

第五章　　最後の関東管領上杉謙信
３０ 馬上の上杉謙信　　　福王寺法林筆 １面 昭和時代　昭和２６・２７年ごろ 米沢市上杉博物館
３１ 太刀　無銘（伝元重）（重要文化財） １口 南北朝時代（１４世紀） 上杉神社
３２ 長巻（伝片山一文字）（重要文化財） １口 鎌倉時代（１４世紀） 上杉神社
３３ 上杉本洛中洛外図屏風（国宝） ６曲１双 室町～桃山時代（１６世紀） 米沢市上杉博物館
３４ 歴代年譜（謙信公）（国宝「上杉家文書」） ５冊 江戸時代（１７世紀） 米沢市上杉博物館
３５ 勝色威胴丸具足 １領 室町時代（１６世紀） 上杉神社
３６ 佐竹義重書状（国宝「上杉家文書」） １通 室町時代　（永禄１１年・１５６８）１２月２７日 米沢市上杉博物館

エピローグ　　古き家に候（そうろう）
３７ 米沢藩歴代藩主像 １幅 明治時代　明治１７年（１８８４）４月２８日 米沢市上杉博物館
３８ 削封日記 ２冊 江戸時代　弘化４年（１８４７） 米沢市上杉博物館

※（和暦・西暦）は推定年代 
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会　　期■前期　平成２３年６月１１日（土）～６月２６日（日）
後期　平成２３年６月２８日（火）～７月１８日（月祝）

会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■３６日間
主　　催■米沢市上杉博物館　
特別協力■サントリー美術館

内　　容
　国宝１件、重要文化財１２件、重要美術品１８件を含む国内有数のコ
レクションを誇り、平成２３年に開館５０周年を迎えたサントリー美術
館の収蔵品から、日本美術の名品を紹介。絵画、漆工芸、陶磁器、
ガラス、染織品など幅広いジャンルの美術品を「花鳥風月」の視点で紹介し、伝統に裏打ちされた日本の美意識の世
界に触れて頂いた。
　また、サントリー美術館のテーマである「生活の中の美」にも触れ、日本人のくらしや生活習慣の中で生み出され
てきた造形にも思いをはせることができた。米沢ではなかなか見る機会の少ない、国内有数のコレクションに、茶道
関係者をはじめとする愛好者のみならず、学校の利用も多かった。

入 館 料　一般４００（３２０）円　高大生３００（２４０）円　小中生２００（１６０）円
入館者数　５，１３２人
展示資料　５４点　※途中一部展示替
関連事業　■ギャラリートーク　６月１１日（土）１４：００～

□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）

構　　成
花鳥風月①　いろどり　～日本人の自然観と美意識
花鳥風月②　くらし　～日本人の生活と美術

四季をめぐる　陶磁器
和ガラス　抽象化された自然
屏風絵　くらしを彩るパノラマ
漆工　たしなみの道具たち

花鳥風月③　こころ　～茶の湯の美　洗練と昇華

展示資料
◎＝重要文化財　○＝重要美術品
展示期間 番号 指定 資料名 作者・制作地 員数 時代 
 前  １  縞雄日芝蝶螺鈿蒔絵重箱  一具 江戸時代（１７世紀）
  後  ２  紫陽花螺鈿蒔絵重箱  一合 江戸時代（１７世紀）

花鳥風月①　いろどり　～日本人の自然観と美意識
 前  ３  能装束　雪輪水仙模様唐織　  一領 江戸時代（１９世紀）
 前  ４  能装束　網代に桜楓模様縫箔  一領 江戸時代（１８世紀前半）
  後  ５  能装束　紫陽花模様縫箔  一領 江戸時代（１８世紀前半）
  後  ６  能装束　段に市松入子菱に朝顔蝶菊模様唐織  一領 江戸時代（１８－１９世紀）

花鳥風月②　くらし　～日本人の生活と美術
　　　　　　　四季をめぐる　陶磁器
 前  後  ７  色絵菊桔梗文八角瓶 肥前／有田 二口 江戸時代（１７世紀末－１８世紀初）
 前  後  ８  色絵葡萄鳥文瓢形酒注 肥前／有田 一合 江戸時代（１７世紀後半）
 前  後  ９  色絵龍田川文皿 肥前／鍋島藩窯 一口 江戸時代（１７世紀後半－１８世紀前半）
 前  後  １０  色絵椿文皿 肥前／鍋島藩窯 一口 江戸時代（１７世紀後半－１８世紀前半）
 前  後  １１  色絵鶴香合 野々村仁清 一合 江戸時代（１７世紀後半）

（２）開館１０周年記念企画展「サントリー美術館名品展　―花鳥風月―　」�
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展示期間 番号 指定 資料名 作者・制作地 員数 時代 
 前  後  １２  銹絵雪景富士図角皿 作／尾形乾山 一口 江戸時代（１８世紀前半）
      画／尾形光琳
 前  後  １３  色絵桜楓文透鉢 仁阿弥道八 一口 江戸時代（１９世紀）
      （二代高橋道八）
 前  後  １４  銹絵菖蒲文鉢 肥前／唐津焼 一口 桃山時代（１６世紀末－１７世紀初）

　和ガラス　抽象化された自然
 前  後  １５  グラヴュール梅文盃  一口 江戸時代（１９世紀）
 前  後  １６  切子　文具揃  一式 江戸時代後期－明治時代前期（１９世紀）
 前  後  １７  薩摩切子　藍色被蓋付壺  一合 江戸時代後期（１９世紀中頃）
 前  後  １８  薩摩切子　藍色被脚付杯  一口 江戸時代後期－明治時代前期
        （１９世紀後半）
 前  後  １９  薩摩切子　藍色被鉢  一口 江戸時代後期－明治時代前期
        （１９世紀後半）
 前  後  ２０  紫色梅形皿　  一枚 江戸時代中期（１８世紀）
 前  後  ２１  梅文盃  一枚 江戸時代（１９世紀）
 前  後  ２２  緑色唐草文四方向付  五口 江戸時代中期（１８世紀）
 前  後  ２３  青色菊形向付  六口 江戸時代中期（１８世紀）
 前  後  ２４  菊唐草文鉢  一口 江戸時代中期－後期（１８－１９世紀）

　屏風絵　くらしを彩るパノラマ
 前   ２５  春夏花鳥図屏風 狩野永納 六曲一双 江戸時代（１７世紀後半）
 前   ２６  孔雀図屏風 雲谷等� 八曲一双 江戸時代（１７－１８世紀）
 前   ２７  吉野図屏風  六曲一隻 室町時代（１６世紀）
  後  ２８  ◎ 四季花鳥図屏風 伝　土佐広周 六曲一双 室町時代（１５世紀）
  後  ２９  ○ 秋草図屏風 伝　尾形光琳 二曲一双 江戸時代（１８世紀）
  後  ３０  武蔵野図屏風  六曲一双 江戸時代（１７世紀）

　漆工　たしなみの道具たち
 前   ３１  ◎ 小倉山蒔絵硯箱 五十嵐派 一合 室町時代（１５世紀）
 前   ３２  芒蝶螺鈿蒔絵香枕  一基 江戸時代（１７世紀）
  後  ３３  菊萩蒔絵長文箱  一合 桃山時代（１６世紀末）
  後  ３４  海浜松桜蒔絵硯箱  一合 桃山時代（１６世紀末）
 前   ３５  秋草蒔絵角盥  一口 桃山時代（１７世紀初）
 前   ３６  秋草蒔絵楾  一口 桃山時代（１７世紀初）
  後  ３７  ○ 秋草蒔絵鏡台  一基 桃山時代（１７世紀初）
  後  ３８  菊蒔絵櫛箱  一合 桃山時代（１７世紀初）
 前   ３９  ○ 松椿蒔絵香合  一合 室町時代（１５－１６世紀）
 前   ４０  片身替若松菊蒔絵香箱  一合 桃山時代（１６世紀前後半）
 前   ４１  秋草螺鈿蒔絵伽羅箱 伝　五十嵐道甫 一合 江戸時代（１７世紀中頃）
  後  ４２  秋草海松貝蒔絵香炉  一合 桃山時代（１７世紀初）
  後  ４３  竹蒔絵八角香箱  一合 南北朝時代（１４世紀前半）
  後  ４４  ○ 桐竹蒔絵香合  一合 江戸時代（１７世紀）

花鳥風月③　こころ　～茶の湯の美　洗練と昇華
 前  後  ４５  黒樂四方茶碗　銘　山里 樂道入 一口 江戸時代（１７世紀前半）
 前  後  ４６  赤樂茶碗　銘　熟柿 本阿弥光悦 一口 江戸時代（１７世紀前半）
 前  後  ４７  銹絵染付松樹文茶碗 尾形乾山 一口 江戸時代（１８世紀前半）
 前  後  ４８  褐釉茶入 高取 一口 江戸時代（１７世紀）
 前  後  ４９  茶杓　銘　松緑 木下長嘯子 一本 江戸時代（１７世紀前半）
 前  後  ５０  矢筈口水指 信楽 一口 桃山時代（１７世紀初）
 前  後  ５１  耳付花入 伊賀 一口 桃山時代（１７世紀初）
 前  後  ５２  ○ 猿猴捉月図野溝釜  一口 江戸時代（１７世紀）
 前   ５３  柳下絵古今集和歌色紙 書／本阿弥光悦 一幅 桃山時代－江戸時代（１７世紀前半）
      画／俵屋宗達
  後  ５４  蔦下絵新古今集和歌色紙 書／本阿弥光悦 一幅 桃山時代
      画／俵屋宗達  （慶長１１年／１６０６） 
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会　　期■平成２３年７月２８日（木）～９月２５日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■５８日間
主　　催■米沢市上杉博物館　
協　　力■昭和日常博物館・北名古屋市歴史民俗資料館

高畠町郷土資料館、山形新聞社、東映株式会社

内　　容
　私たちの現在の暮らしは、明治、大正、昭和と続く人々の営みの
積み重ねの結果としてある。そして今の私たちの暮らしそのものも
未来の人々の前に積み重なっていく。暮らしの歴史はあまりに日常
的な行動の積み重ねであるがために文字で記録されたりすることも稀である。まして、一人ひとりの記憶は記録とし
て残りにくい。私たちの暮らしの記憶は消え行くはかない状態にある。特に昭和３０～４０年代においては、それまでな
かった電化製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機など）が登場し、また交通手段も自動車、電車、新幹線など著しい変化を
遂げ急速にライフスタイルが変貌した。
　本展ではこの昭和３０～４０年代の暮らし、特に日常から離れた「旅」に焦点をあて、当時の旅のスタイル、乗り物や
おみやげ、などから楽しかった旅の記憶を呼び覚まし、それほど昔ではないのにとても懐かしい、「昭和」という時代
がもつ匂いや思いの秘密に迫る。昭和を生きた世代はもちろん昭和を知らない世代にも『懐かしい』という感情を抱
かせる『昭和』という時代はどのような時代であったのか、昭和の旅の情景と共に当時の人々の暮らしのあり方を紹
介した。三世代で日々の暮らしについて「語る」きっかけづくりを演出するため、市民に呼びかけ《昭和の記憶》に
まつわるおみやげ、写真などを募集し展示した。また、館内のミュージアムカフェにおいては、昭和の喫茶店の雰囲
気を出す造作を施し、メニューも期間限定でクリームソーダ・氷水・ミルクセーキ・昭和のおやつメニューを設定し
た。
　地域との連携においては、置賜地域の高齢者福祉施設の利用者に対して観覧無料の措置を行い、利用促進に結びつ
いた。

入 館 料　一般４００（３２０）円　高大生３００（２４０）円　小中生２００（１６０）円
入館者数　１４，９９５人
展示資料　５４点　※途中一部展示替
関連事業　■ギャラリートーク　７月２８日（木）１０：００

昭和日常博物館・北名古屋市歴史民俗資料館
館長（学芸員）　市橋芳則氏

□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）

構　　成 １．昭和の旅へ時間旅行　ＳＬの走る風景【映像・ＳＬ１／２模型】
２．なつかしの駅前広場（駅前交番・駅前喫茶・駅前写真館＝米沢昭和の写真）
３．旅の記録映像（昭和・ある駅の一日）
４．旅にまつわる実物資料展示

昭和の茶の間再現
Ⅰ 旅のスタイル＝修学旅行・新婚旅行・家族旅行
（旅の持ち物・装い）
Ⅱ 旅と乗り物＝列車の座席・寝台車・駅弁・新幹線・
バス・昭和の駅弁（米沢からの旅）

Ⅲ 旅とおみやげ＝おみやげ選び・絵葉書としおり・
置物・ペナント・キーホルダー・お守りなど

５．市民連携企画　モノがつなぐ旅の記憶
 

（３）開館１０周年記念企画展「近くて懐かしい昭和２　昭和の旅の記憶」�
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会　　期■１０月８日（土）～１１月６日（日）
開催日数■２９日
会　　場■企画展示室（１００％使用）常設展示一体型
主　　催■米沢市上杉博物館・群馬県立歴史博物館・林原美術館
共　　催■立正大学

内　　容
　米沢市上杉博物館、群馬県立歴史博物館、林原美術館の３館に立正
大学を加えたプロジェクトを核として開催された展覧会。平成２３年
３月から翌年３月の期間にこの３館を巡回する。当館は群馬に次ぐ
開催である。また、この展覧会は立正大学文学部教授黒田日出男教授
を代表者とする科研「中近世風俗画の高精細デジタル化と絵画史料学的研究」（課題番号１７１０２００１　２００５（平成１７）～
２００９（平成２１）年度科学研究費補助金　基盤研究（Ｓ））における研究成果の公開の一環として位置付けられていた。
　本展では、国宝上杉本のほか、重要文化財舟木本・林原本をはじめ、上杉本との関連性で注目される東博模本や、近年
明らかになった岐阜歴博本など、国内に存在する洛中洛外図の優品が一堂に会した。また、上杉本や林原本の伝来に関
係した人物ゆかりの品や、画中に描かれた調度品と同等の文化財等も合わせて展示し、洛中洛外図屏風の世界をより身
近に感じる視点を提示した。さらに高精細デジタル画像による画像検索システムを６台準備し、上杉本・林原本・岐阜歴
博本の３点について任意に画像を見ることができるようにした。クリアな拡大画像によって画面の微細な部分にも関
心を持ってもらう試みでもある。また１０分程度の紹介映像も提供した。多角的に洛中洛外図を紹介する展示となった。

入館料　一般６００（４８０）円　高大生４００（３２０）円　小中生２５０（２００）円
入場者数　１１，０６９名
展示資料　５２点
関連事業　□講演会

①１０月９日（日）１３：３０～１５：３０　伝国の杜２階大会議室
「洛中洛外図屏風上杉本の人々－装いは何を語るのか」
佐多芳彦氏（立正大学文学部准教授）

②１０月１６日（日）１３：３０～１５：３０　伝国の杜２階大会議室
「上杉本洛中洛外図屏風とその読み方」」
黒田日出男氏（立正大学文学部教授・群馬県立歴史博物館館長）

□ギャラリートーク
１０月８日（土）・１０月２２日（土）・１１月３日（木・祝）１４：００～１５：００

構　　成
第１部　洛中洛外図屏風
第２部　洛中洛外図屏風の世界
第１章　洛中洛外図を残した人々
第２章　武家の備え
第３章　華麗な嫁入り
第４章　雅な暮らし

展示資料
№ 指定 資料名 法量（㎝） 員数 所蔵 
第１部　洛中洛外図屏風
１ 国宝 洛中洛外図屏風（上杉本） 各隻１６０．４×３６５．２ ６曲１双 米沢市上杉博物館
２ 重文 洛中洛外図屏風（舟木本） 各隻１６０．３×５４．５（１・６扇） ６曲１双 東京国立博物館
   各隻１６０．３×５８．５（２～５扇）
３ 重文 洛中洛外図屏風（林原本） 各隻１５９．１×３６２．９ ６曲１双 林原美術館
４  洛中洛外図屏風（岐阜歴博本） 各隻１５５．０×３５３．０ ６曲１双 岐阜市歴史博物館
５  洛中洛外図（東博模本） 各幅１６０．５×６２．０ １１幅 東京国立博物館
６  洛中洛外図屏風（東博模本復元模写） 各隻１６０．０×３６０．０ ６曲１双 東京大学史料編纂所

第２部　洛中洛外図屏風の世界
　第１章　洛中洛外図を残した人々
７ 国宝 （天文１９年）２月２８日足利義輝御内書 ２０．１×５０．４ １通 米沢市上杉博物館

（４）開館１０周年記念特別展「洛中洛外図屏風に描かれた世界」�

印 刷 物
図　録　Ａ４判１３６頁
ポスター　Ｂ２判
チラシ　Ａ４判



№ 指定 資料名 法量（㎝） 員数 所蔵 
８ 国宝 （永禄２年）６月２６日足利義輝御内書 １９．９×５０．８ １通 米沢市上杉博物館
９ 国宝 （永禄２年）６月２６日足利義輝御内書 ２０．０×５０．７ １通 米沢市上杉博物館
１０ 国宝 （永禄２年）６月１２日足利義輝御内書 ３５．５×１０１．５ １通 米沢市上杉博物館
１１ 国宝 （永禄８年）３月２３日足利義輝御内書 １９．６×５２．３ １通 米沢市上杉博物館
１２ 国宝 （永禄７年）１１月７日織田信長書状 １７．７×４９．５ １通 米沢市上杉博物館
１３ 国宝 （天正２年ヵ）９月１１日織田信長書状 １７．８×４９．０ １通 米沢市上杉博物館
１４  （天正２年）７月１日武井夕庵書状 １７．３×４８．５ １通 米沢市上杉博物館
１５  毛氈鞍覆  １領 上杉神社
１６  黒塗泊蝶紋蒔絵馬櫓 縦６１．４×横７３．２×高４４．８ １背 林原美術館
１７ 重文 綾杉獅子牡丹蒔絵婚礼調度の内大角赤手箱　 縦３８．０×横３１．２×高２５．４ １合 林原美術館
１８  梨子地泊蝶紋蒔絵懸盤・本膳・椀 懸盤　縦４１．５×横４１．５×高２２．０ １式 林原美術館

　第２章　武家の備え
１９  太刀　無銘（号山鳥毛一文字）〔複製〕 長さ８０．９　反３．２ １振 林原美術館
２０ 重文 太刀　銘一（号姫鶴一文字）附　黒漆合口打刀拵 長７１．５　反２．０ １振 米沢市上杉博物館
２１ 重美 太刀　銘長船長光文永十一年十月廿五日附　黒漆塗打刀拵 長７３．６　反２．８ １振 米沢市上杉博物館
２２  祇園守藤紋蒔絵刀掛 縦１９．０×横４７．５×高２４．５ １基 林原美術館
２３  金梨子地龍竹雀紋蒔絵刀筒 長さ１２２．０×最大径１１．２ １口 米沢市上杉博物館
２４  矢短冊図三所物 小柄９．５×１．４　 １組 林原美術館
   笄２１．１×１．２
   目貫１．１×４．４
２５  七福神図鐔 ８．９×８．９ １枚 林原美術館
２６  賀茂のみあれ図鐔 大７．４×６．９　小６．７×６．２ ２枚 林原美術館
２７  黒塗泊蝶紋螺鈿矢筒 長さ１０１．２　径９．８ １口 林原美術館
２８  泊蝶紋銀覆輪鞍 縦３８．５×横３９．０×高２６．５ １具 林原美術館
２９  泊蝶紋銀覆輪鐙 縦２８．５×横１１．７×高２５．３  林原美術館

　第３章　華麗な嫁入り
３０  竹菱葵紋蒔絵黒棚飾  １式 林原美術館
  　黒棚 縦３９．９×横７６．２×高６８．３ １基 林原美術館
  　小角赤手箱 縦２７．１×横２２．４×高１６．９ １合 林原美術館
  　櫛箱 館２２．１×横１８．１×高１７．４ １合 林原美術館
  　昆布箱 館１３．９×横１３．９×高６．６ １合 林原美術館
  　元結箱 縦２４．４×横２１．４×高１７．２ １合 林原美術館
  　渡金箱 縦３７．２×横１０．２×高９．６ １合 林原美術館
  　水引箱 縦３７．３×横１１．４×高８．９ １合 林原美術館
  　乱箱 縦３５．０×横２７．５×高８．５ １合 林原美術館

　第４章　雅な暮らし
３１  段片身替り雪持ち芭蕉文様繍箔 丈１４６．８　桁６２．０ １領 林原美術館
３２  白綸子菊立涌に藤葵紋様打掛 丈１７１．９　桁６１．６ １領 林原美術館
３３  流水水草蒔絵提重 縦２０．２×横３１．５×高３３．１ １具 林原美術館
３４  紫陽花蒔絵煙草盆 縦１５．１×横２４．６×高２１．８ １具 林原美術館
３５  初音蒔絵文台 縦３７．３×横６２．７×高９．９ １具 林原美術館
３６  初音蒔絵硯箱 縦２７．０×横２２．２×高４．６  林原美術館
３７  山水蒔絵硯箱 縦２５．８×横２１．２×高４．８ １具 林原美術館
３８  山水蒔絵料紙箱 縦４２．４×横３１．８×高１１．４  林原美術館
３９  貝合蒔絵櫛 幅１３．６×高６．３×厚０．３ １枚 林原美術館
４０  吉祥紋蒔絵鼈甲櫛 幅１２．６×高７．２×厚０．４ １枚 林原美術館
４１  梅透彫紅象牙櫛 幅１４．２×高６．１×厚０．５５ １枚 林原美術館
４２  紺糸威腹巻（上杉治憲所用） 胴高２７．５　鉢高２０．５ １領 米沢市上杉博物館
４３ 国宝 『歴代年譜　治憲公』巻１６　天明元年３月４日条 ２７．０×１８．３ １冊 米沢市上杉博物館
４４  勝山家資料の内　碁盤・碁笥 碁盤　面４１．０×４４．５　高２７．３ １具 群馬県立歴史博物館
   碁笥　径１３．０×１０．０
４５  松竹梅鶴亀葵紋蒔絵貝桶 径４２．３　高５３．２ １対 米沢市上杉博物館
４６  勝山家資料の内　貝桶 径３５．０　高４８．０ １個 群馬県立歴史博物館
４７  橘松竹葵紋蒔絵挟箱 縦４４．４×横６３．９×高３９．０ １合 米沢市上杉博物館
４８  橘松竹葵紋蒔絵茶箪笥 縦２４．４×横４２．４×高３９．５ １基 米沢市上杉博物館
４９  橘松竹南天葵紋鏡 径４８．２ １面 米沢市上杉博物館
５０  橘松竹南天葵紋鏡箱 径５１．８ １合 米沢市上杉博物館
５１  橘松竹南天葵紋鏡建 高９８．５ １基 米沢市上杉博物館
５２  橘松竹葵紋蒔絵香道具 香盆　２２．７×３２．９ １式 米沢市上杉博物館
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会　　期■平成２３年１１月１２日（土）～平成２４年１月１５日（日）

会　　場■企画展示室（１００％使用）

開催日数■５４日間

主　　催■米沢市上杉博物館　

内　　容

　米沢生まれの画家本間国雄（号：国生・逸老庵　１８８９～１９７３）は

米沢藩のお抱え能役者の家に生まれるが、画家を志し、白馬会に洋

画家として出品する。のちに岸田劉生、萬鉄五郎らのヒュウザン会

の結成に参加するなど、中央美術界を舞台として活動した。その後、岡本一平（岡本太郎の父）、北沢楽天らと東京

漫画社を興し、雑誌『漫画』を主宰するなど、多様な活動を行っている。東京日日新聞（現毎日新聞）で美術記者・

画家として活躍したのち、「逸老庵」の号をもって日本画家へ転向し、水墨の画風に独自の表現を見出した。

　本展覧会では、本間国雄の多様な仕事の中から、館蔵の「水墨日本風物抄」（全６２図）を中心に紹介した。また、本

間の兄で英文学者であり、美術にも造詣が深く、国雄にとって最大の理解者であった本間久

雄との関係にも触れ、冬季間という開催時期も踏まえ、館蔵品の活用と先人の紹介に重点を

置いた。

入 館 料　一般２００（１６０）円　高大生１００（８０）円　小中生５０（４０）円　

入館者数　４，３８８人

展示資料　８４　点　

関連事業　■ギャラリートーク　１１月１２日（土）・１１月２６日（土）１４：００～

□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）

構　　成

Ⅰ　本間国雄の生立ちと初期の活動

Ⅱ　水墨画の世界へ

Ⅲ　美の理解者　兄　本間久雄

展示資料
№ 資料名 法量 制作年等 作者 員数 技法等 所蔵 

１ 『文章世界』　９巻８号  大正３年  一冊 刊行本 当館蔵
２ 『文章世界』　１０巻４号  大正４年  一冊 刊行本 当館蔵
３ 『文章世界』　１０巻１０号  大正４年  一冊 刊行本 当館蔵
４ 『文章世界』　１０巻１２号  大正４年  一冊 刊行本 当館蔵
５ 『東京の印象』  大正３年 本間国雄 一冊 刊行本 当館蔵
６ 『逸老庵画集（第一）』  昭和１６年 本間国雄（国生） 一冊 刊行本 個人蔵
７ 『朝鮮画観』  昭和１６年 本間国雄（国生） 一冊 刊行本 個人蔵
８ 『満洲画観』  昭和１８年 本間国雄（国生） 一冊 刊行本 個人蔵
９ 水墨日本風物抄　題辞 ３０．０×１７．８ 昭和４１年頃 本間久雄 一面 紙本 当館蔵
１０ 水墨日本風物抄　第１図　千古の雪 ３３．５×３９．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画着色 当館蔵
１１ 水墨日本風物抄　第２図　皇居と夏雲 ４３．９×５１．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１２ 水墨日本風物抄　第３図　雨後の山 ５１．９×５５．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１３ 水墨日本風物抄　第４図　月寒の朝 ４６．３×５７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１４ 水墨日本風物抄　第５図　吉野の春 ２９．９×３７．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
１５ 水墨日本風物抄　第６図　朝霧 ４６．３×５６．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１６ 水墨日本風物抄　第７図　関門海峡 ３２．５×５８．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１７ 水墨日本風物抄　第８図　大阪城大手 ３８．３×４４．５ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１８ 水墨日本風物抄　第９図　清水寺 ４４．４×５１．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
１９ 水墨日本風物抄　第１０図　長良川夜雨 ４６．０×５７．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
２０ 水墨日本風物抄　第１１図　雪の日 ５１．５×５７．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
２１ 水墨日本風物抄　第１２図　摩周湖 ４６．２×５７．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
２２ 水墨日本風物抄　第１３図　雪の松島 ３４．４×４４．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２３ 水墨日本風物抄　第１４図　朝霜 ４５．６×５６．５ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２４ 水墨日本風物抄　第１５図　鵜のいる男鹿半島 ３７．２×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵

（５）開館１０周年記念企画展「本間国雄展　―旅に生きる―　」�

印 刷 物
ポスター　Ｂ２判
チラシ　Ａ４判
図　録　Ｂ５判　４８頁



№ 資料名 法量 制作年等 作者 員数 技法等 所蔵 

２５ 水墨日本風物抄　第１６図　阿蘇 ２２．２×４７．０ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２６ 水墨日本風物抄　第１７図　耶馬渓羅漢寺 ４５．８×３８．４ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２７ 水墨日本風物抄　第１８図　だんだん畑宇和島にて ４６．４×５６．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２８ 水墨日本風物抄　第１９図　北の海 ４６．５×５７．０ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
２９ 水墨日本風物抄　第２０図　麦を焼く佐賀所見 ３７×４４．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３０ 水墨日本風物抄　第２１図　富士太鼓（能楽） ５３．６×３７．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３１ 水墨日本風物抄　第２２図　勧進帳（歌舞伎） ５２．７×３４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３２ 水墨日本風物抄　第２３図　銀閣浮石 ３６．９×４４．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
３３ 水墨日本風物抄　第２４図　若草山 ４６．２×５６．５ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３４ 水墨日本風物抄　第２５図　九十九島漁火 ４６．２×５７．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３５ 水墨日本風物抄　第２６図　瀞八丁 ３７．０×４４．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３６ 水墨日本風物抄　第２７図　鳴門 ５１．７×５７．５ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
３７ 水墨日本風物抄　第２８図　霧島 ４５．７×５５．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３８ 水墨日本風物抄　第２９図　足摺岬 ４５×５６．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
３９ 

水墨日本風物抄　第３０図　那智と華厳
 ６５．３×３４．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵

４０  ６５．５×３４．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４１ 水墨日本風物抄　第３１図　冬山 ４６．２×５６．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
４２ 水墨日本風物抄　第３２図　洞爺湖 ５１．７×５６．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４３ 水墨日本風物抄　第３３図　日向五ケ瀬川 ３７．２×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４４ 水墨日本風物抄　第３４図　上野夜桜 ３７．２×４４．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４５ 水墨日本風物抄　第３５図　福良村と磐梯 ３６．８×４４．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
４６ 水墨日本風物抄　第３６図　厳島 ５２．９×５７．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４７ 水墨日本風物抄　第３７図　雨の門司港 ５０．９×５７．５ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４８ 水墨日本風物抄　第３８図　会津沼沢沼 ５１．４×５６．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
４９ 水墨日本風物抄　第３９図　立山雪渓 ５１．３×５７．３ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５０ 水墨日本風物抄　第４０図　層雲峡羽衣の滝 ３１．６×３４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５１ 水墨日本風物抄　第４１図　大雪山朝日岳 ４４．８×５１．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５２ 水墨日本風物抄　第４２図　笹野こけし ３１．３×４０．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５３ 水墨日本風物抄　第４３図　高野の朝 ４５．１×５３．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５４ 水墨日本風物抄　第４４図　伊勢の海女 ３６．９×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５５ 水墨日本風物抄　第４５図　浅間山 ３７．１×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
５６ 水墨日本風物抄　第４６図　越後の水田 ４５．４×５６．３ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５７ 水墨日本風物抄　第４７図　函館トラピスト ３６．７×４４．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５８ 水墨日本風物抄　第４８図　高千穂天の真名井 ４５．１×５２．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
５９ 水墨日本風物抄　第４９図　多摩川の朝 ５０．９×５８．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６０ 水墨日本風物抄　第５０図　福島の桃 ３０．４×３７．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
６１ 水墨日本風物抄　第５１図　玉川地下仏殿 ３７．５×４２．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６２ 水墨日本風物抄　第５２図　鳥取砂丘 ５１．１×５６．０ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６３ 水墨日本風物抄　第５３図　道後温泉 ３７．４×４５．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６４ 水墨日本風物抄　第５４図　五月雨 ５１．２×５８．２ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６５ 水墨日本風物抄　第５５図　高千穂峡七ツ瀧 ３７．１×４４．６ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
６６ 水墨日本風物抄　第５６図　十和田湖 ４０．９×５０．９ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６７ 水墨日本風物抄　第５７図　鎌倉大仏 ３７．５×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画 当館蔵
６８ 水墨日本風物抄　第５８図　瀬戸内海 ３７．３×４４．８ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
６９ 水墨日本風物抄　第５９図　鴨川友禅さらし ４０．３×４５．１ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
７０ 水墨日本風物抄　第６０図　眼鏡橋長崎にて ４６．４×５４．０ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
７１ 水墨日本風物抄　第６１図　蜆採る舟琵琶湖所見 ３７．６×４４．７ 昭和３０年代 本間国雄（国生） 一面 紙本墨画淡彩 当館蔵
７２ 雨後の山 ６０×７２．５ 制作年未詳 本間国雄（国生） 一幅 紙本墨画 当館蔵
７３ 深山の残雪 ４１．７×１２９．３ 制作年未詳 本間国雄（国生） 一幅 紙本着色 当館蔵
７４ 湖畔暮雪 ４５．５×５６．０ 制作年未詳 本間国雄（国生） 一幅 紙本墨画淡彩 当館蔵
７５ 吾山欲雨 ４４．５×５１．０ 制作年未詳 本間国雄（国生） 一幅 紙本墨画 当館蔵
７６ 富士山図 １２０．７×５２．７ 制作年未詳 本間国雄（国生） 一幅 紙本墨画 当館蔵
７７ 端渓硯（本間国雄愛用品） ２２．０×１７．２     当館蔵
７８ 端渓硯付硯箱（本間国雄愛用品） １７．０×１１．３     当館蔵
７９ 唐墨程君房製（本間国雄愛用品） ９．５×５．０     当館蔵
８０ 唐墨魯按国製（本間国雄愛用品） １６．０×９．０     当館蔵
８１ 「逸老庵」書      個人蔵
８２ 本間国雄肖像画 ２７．０×２４．０ 制作年未詳 佐竹泰次郎 色紙  当館蔵
８３ 寂しき樹木 １１２．６×４０．５ 制作年未詳 竹久夢二 一幅  当館蔵
８４ ＜県指定文化財＞　近江八景　金沢八景 各隻１９０×３６４ 明治１０年（１８７７） 菅原白龍 六曲一双  個人寄託 
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会　　期■平成２４年１月２８日（土）～３月４日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■３２日間
主　　催■米沢市上杉博物館　
協　　力■財団法人　日本美術刀剣保存協会（刀剣博物館）

内　　容
　昭和２０年（１９４５）８月、太平洋戦争の終結により、連合国占領軍は日
本の武装解除の一環として、国内の刀剣類を接収した。この内、多く
は廃棄、もしくは海外へ流出したが、接収された一部が赤羽（現東京
都北区）にあったアメリカ第８軍兵器補給廠に集積された。２年後の
昭和２２年、当時の刀剣関係者の尽力により、この中から美術的価値のある刀剣については返還されることになり、約
５，５００本余が選別され、東京国立博物館に移転された。これらの刀剣類は接収時の保管場所にちなみ「赤羽刀」と総称さ
れている。その後、所有者が判明した一部については返還されたが、大多数は最近に至るまで東京国立博物館の収蔵庫
に眠ったままだった。
終戦５０年に当たる平成７年（１９９５）、議員立法により「接収刀剣類の処理に関する法律」が成立し、文化庁ではこの法を受
けて、旧所有者が判明した刀剣類については返還し、残りの赤羽刀については一旦、国庫に帰した後、全国の公立の博物
館等へ無償譲与し、活用・公開されることなった。当館では、郷土刀の加藤系、赤間系を中心に３７口の譲与を受け、平成１２
年から随時修復を行ってきた。無銘のものを除き、２０口の修復を終えたことから、そのお披露目をするとともに、館蔵の
刀剣、古文書、古記録などを加え、米沢の刀鍛冶系譜をたどるとともに新々刀の歴史を紹介する。

入館料　一般４００（３２０）円　高大生３００（２４０）円　小中生２００（１６０）円　
入館者数　２，５２６人
展示資料　５４点　※途中一部展示替
関連事業　□オープニングギャラリートーク

１月２８日（土）１４：００～　米沢市文化課長　村野隆男氏
構　　成　■赤羽刀とは

■赤羽刀修復の記録
Ⅰ米沢の刀鍛冶　　加藤家／古山家／赤間家／尾形家／石黒家／片倉家／
　　　　　　　　　小林家
Ⅱ新々刀の歴史　　水心子正秀／大慶直胤／月山　など
Ⅲ日本刀への理解を深めるために

■日本刀のできるまで－刀・大解剖－
■日本刀の魅力とは

展示資料 ※○印は赤羽刀　※所蔵の記載ないものは当館蔵
 指定認定  種別 銘文 所蔵 年代 刃長 反 目釘穴 茎尻 
【加藤家】
１  ○ 刀 国秀／享和二年八月日  １８０２ ７１．４ １．６ ２ 入山
２   刀 於東都　加藤越後頭国秀／文化八年八月吉日  １８１１ ６４ ２．７ １ 入山
３   刀 国綱／享和元年八月日  １８０１ ７２．７ １．８ １ 栗
４  ○ 脇指 加藤助太郎綱英　父国秀彫／文化五年四月  １８０８ ３８．２ ０．８ １ 栗
５  ○ 刀 加藤綱英於東都作之／文化七庚午年五月日  １８１０ ７０．５ １．６ １ 入山
６   刀 於東都麻布米沢臣加藤綱英造之／鍛者家之法相者  江戸時代後期 ６４ ２．７ １ 入山
    米山先生之直伝子孫繁栄無難長寿諸人愛敬之吉則
    剣世大竹氏依好諺鍛之
７  ○ 短刀 万才綱俊造／文政五年四月日  １８２２ ２５．２ ０．２ １ 入山
８  ○ 脇指 加藤長運斎綱俊／文政十一年八月日  １８２７ ５０．５ １．３ １ 入山
９   太刀 奉納　延貞経　羽州米澤臣加藤宝壽造之／同性  １８３１ ９２．５ ３．４ １ 刃上栗
    長運斎綱俊造之　天保二年四月吉日
１０  ○ 脇指 出羽国米沢士綱俊／於東都麻布造之  １８３１ ５１．２ １．３ １ 入山
    天保二年十月四日
１１  ○ 刀 於東都加藤綱俊造／天保五年八月吉日  １８９４ ７０ １．７ １ 浅い刃上
１２  ○ 脇指 加藤綱俊／天保九年八月日  １８３８ ４８．８ １．４ １ 入山
１３ 米沢市指  刀 於江府長運斎綱俊作之／  １８４８ ７３ ２．６ １ 刃上栗
 定文化財   嘉永元年十月吉日同年廿三日太々壇拂
１４ 米沢市指  脇指 於江府長運斎綱俊作之／嘉永元年月日  １８４８ ５０．４ １．４ １ 刃上栗
 定文化財  
１５   刀 於東都加藤綱俊作之／  １８５０ ７０．９ １．４ １ 刃上栗
    嘉永四年八月日運寿是一淬之

（６）開館１０周年記念企画展「米沢ゆかりの刀剣　～よみがえる赤羽刀～」�

印 刷 物
ポスター　Ｂ２判
チラシ　Ａ４判
図　録　Ａ４判
　　　　約９６ページ



 ※所蔵の記載ないものは当館蔵
 指定認定  種別 銘文 所蔵 年代 刃長 反 目釘穴 茎尻 
１６   脇指 於江府長運斎綱俊／嘉永四年八月日  １８５０ ５１．８ １．３ １ 刃上栗
１７  ○ 刀 於江府長運斎綱俊／坂寄歓喜所持  江戸時代後期 ６９．８ ２．１ １ 刃上栗
１８  ○ 脇指 長運斎綱俊／子孫栄久  江戸時代後期 ３５．２ ０．８ ２ 入山
１９  ○ 刀 綱俊／是俊焼  江戸時代後期 ６９．１ １．６ １ 刃上栗
２０   鏡 加藤綱俊　是俊造之／安政六年三月吉日  １８５９ ６９．８ ２．１ １ 刃上栗
２１   刀 於江府長寿斎綱俊／文久三年二日吉日長運斎是俊  １８６３ ６９．１ １．８ １ 入山
２２   短刀 長運斎是俊／文久三亥八月日  １８６３ ２６．８ ０．２ １ 栗
２３   短刀 長運斎綱俊造之／慶応元年十月日  １９２５ ２８．１ ０．２ １ 栗
２４   刀 為村重君　石堂運寿是一精鍛造之／  １８５４ ７１．１ ２ １ 刃上栗
    嘉永七年甲寅歳二月日
２５ 重要刀剣  太刀 石堂運寿是一精鍛造之　安政二年乙卯歳二月日 個人 １８５５ ７２．４ １ １ 刃上栗
    附黒蝋色塗鞘丸の内州浜紋拵　（玉木宗七郎研）
２６ 重要刀剣  脇指 石堂運寿是一精鍛造之　安政二年二月日 個人 １８５５ ３９．４ ０．６ １ 刃上栗
    附黒蝋色塗鞘丸の内州浜紋拵
２７   刀 羽州米沢住義英  江戸時代後期 ７０ ２．６ １ 栗
２８   刀 出羽住義正作  江戸時代後期 ７２ １．１ １ 入山
２９  ○ 刀 羽州米沢住義国作／安政二年十月日  １８５５ ７１．４ １．９ １ 入山
【古山家】
３０   槍 米澤臣源正利於三春作之／文化六年八月  １８０９ ２４．２  ２ 栗
【赤間家】
３１  ○ 刀 羽州米沢住赤間綱信／  １８１７ ６８．６ ２．８ １ 入山
    文化十四年五月日　於東都鍛之
３２  ○ 脇指 米沢住赤間綱信／文政五年二月日  １８８２ ５２．６ １．７ １ 入山
３３  ○ 刀 羽州米沢住赤間綱信／  １８４７ ６９ ２．２ １ 入山
    弘化四年十二月吉日　嫡子同姓源直信
３４  ○ 刀 米沢住直信作／嘉永三年九月日  １８５０ ６９．９ ２．５ １ 剣
３５  ○ 刀 米沢住宗昌造之／天保十一年八月日  １８４０ ６９．２ ２ １ 栗
３６   脇指 羽州住行房 山形大学付属博物館 江戸時代後期 ３４．２ ０．６ １ 刃上栗
３７  ○ 刀 羽州米沢住綱倫／嘉永六年二月吉日  １８５３ ６９．６ １．６ １ 入山
３８   刀 羽州米沢住石黒綱倫  江戸時代後期 ６９．６ ２．２ １ 入山
３９  ○ 刀 羽州米沢住片倉正時作／明治二年八月  １８６９ ７１ １ １ 栗
４０   脇指 羽前米澤住高弘　附杖仕込�単金涅柄糸浅黄塗鮫 宮坂考古館  ３３ １．３ １ 栗
４１  ○ 刀 水心子正秀／寛政三年八月日 最上義光歴史館 １７９１ ７５．６ １．６ １ 刃上栗
４２   刀 水心子正秀　出石刑閃々光芒如花／ （財）日本美術 江戸時代後期 ６９．４ １．４ １ 栗
    二腰両腕一割若瓜 刀剣保存協会
４３   短刀 備前介宗次／弘化三年八月日　贈一乗法橋 （財）日本美術 １８４６ ３１ ０ １ 入山
    附桜皮笛巻塗鞘腰刀拵（後藤一乗一作金具） 刀剣保存協会
４４ 県指定  脇指 天保五年仲秋直胤（花押）／松岡直惇所蔵 個人 １８３４ ４３．９ １．４ ２ 栗
 文化財   巨勢金剛図　附　朱蝋色塗合口拵
４５  ○ 薙刀 荘司美濃介藤原直胤（花押）／ 最上義光歴史館 １８４９ ５５．２ １．４ １ 栗
    嘉永二年二月日（刻印）
４６   短刀 源秀寿／天保五年仲冬　為寿斉主人作之 （財）日本美術 １８３４ ２３ ０ １ 栗
     刀剣保存協会
４７ 県指定  刀 羽州大泉住豊前守藤原清人／明治三年八月日 致道博物館 １８７０ ６８．２ １．４ １ 栗
 文化財
４８    水心子正秀翁肖像 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８１１
４９    水心子正秀門人帳 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８１７
５０    『新刃銘盡』（享保六年）　全六年 （財）日本美術刀剣保存協会 　１７２１
５１    『新刃銘盡後集』（享保二十年）　全六冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１７３５
５２    『慶長以来新刀弁疑』（安永八年）　全八冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１７７９
５３    『新刀賞鑑余録』（天明二年）　全五冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１７８２
５４    『刀剣実用論』（文化八年）全二冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８１１
５５    『刀剣武用論』（文化八年）全二冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８１１
５６    『刀剣弁疑』（文政元年か） （財）日本美術刀剣保存協会 　１８１８か
５７    『剣工秘伝志』（安政六年）　　全三冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８５９
５８    『鍛錬玉函』　（文化元年か）全一冊 （財）日本美術刀剣保存協会 　１８０４か
資－⑤   『刀鍛冶秘傳』（小林家） 個人  　江戸時代
資－⑥   『銘剣録』（小林家） 個人  　江時代
５９    寛政五年　分限帳　下 市立米沢図書館 １７９３
６０    寛政九年　分限帳　下（上杉文書９６０）  １７９７
６１    享和三年　分限帳　下 市立米沢図書館 １８０３
６２    文化六年　分限帳　下  １８０９
６３    文政四年　分限帳　下 市立米沢図書館 １８２１
６４    天保三年　分限帳　下 市立米沢図書館 １８３２
６５    天保十二年　分限帳　中・下 市立米沢図書館 １８４１
６６    嘉永二年　分限帳　中 市立米沢図書館 １８４９
６７    嘉永二年　分限帳　下
６８    慶応元年　分限帳　下（上杉文書９６３）  １８６５
６９    明治二年　分限帳　上（上杉文書９６４）  １８６９
資－④   弘化三年町方民数帳（免許町・東町・鉄砲屋町） 市立米沢図書館 １８４６
資－③   文化八年町家十六町合絵図 市立米沢図書館 １８１１
    （免許町・東町・鉄砲屋町・鍛治町）
資－①   刀之注文書 個人
資－②   天明六年十一月　書付以願奉候事 個人 １７８６
１ 参考資料  作刀工程資料 個人
１ 参考資料  刀剣研磨工程資料 個人 
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会　　期■平成２４年３月１０日（土）～４月８日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■３０日間
主　　催■米沢市上杉博物館　

内　　容
　米沢出身の日本画家　遠藤桑珠氏は、平成２３年１２月２６日に９４歳で
逝去された。また、同じく院展の巨匠福王寺法林氏が平成２４年２月
２１日に逝去され、米沢市は日本画壇の屋台骨を背負ってきた二人を
相次いで失った。
　遠藤氏は上郷、福王寺氏は、矢来町に生まれ、それぞれ十代で画
家を志し、亡くなるまでの約８０年間、画道一筋に突き進んだ。遠藤氏は日展、福王寺氏は院
展と所属は異なるが、その偉大な足跡は現代の日本美術史においても重要なものとなってい
る。
　当館では、両氏存命中には、作品の寄贈、展覧会への協力など常に配慮いただき、指導を
仰いできたところでもある。また、アートコレクションとして遠藤氏作品８６点、福王寺作品
２１点を所蔵しており、二人の逝去に際し、代表作を展示し、その画業を振り返り、人柄をし
のぶとともに、作画への力強い姿勢を紹介し、市民が二人の作品のすばらしさを再認識する
契機とした。

入 館 料　無料
入館者数　４，４７７人
関連事業　メディア向け展示概要説明会

平成２４年３月１０日（土）９：００～９：３０

展示資料
 № 作品名 時代 法量（㎝） 員数 所蔵 出品歴 
 １ 谷地小路風景 １９５０（昭和２５） １４４×２２０ 一面 米沢市上杉博物館 第６回旧日展特選
 ２ 草原驟雨 １９６８（昭和４３） ８９．０×１２８．５ 一面 米沢市上杉博物館 ヨーロッパ展（個展）
 ３ 最上川雨後 １９７１（昭和４６） ７２．５×１１６．５ 一面 米沢市上杉博物館 山と河展（個展）
 ４ 春堤（舟） １９８７（昭和６２） １００．０×７２．８ 一面 米沢市上杉博物館 
 ５ 菜の花と海 １９９２（平成４） １７０．７×２２０．７ 一面 米沢市上杉博物館 （改組）第２４回日展
 ６ 蔵王火口 １９９３（平成５） ２２０．０×１７０．０ 一面 米沢市上杉博物館 （改組）第２５回日展
 ７ 里郷の山（斜平山） １９８７（昭和６２） １７５．５×３４８．０ 六曲一隻 米沢市上杉博物館 雪の国展（個展）
 １５ 小品 制作年未詳  １２枚 米沢市上杉博物館 

 ８ ヒマラヤの朝 １９７７（昭和５２） ２００×４００ 一面 米沢市上杉博物館 再興第６２回院展
 ９ 火山島 １９７２（昭和４７） ７２．７×５３ 一面 米沢市上杉博物館 第２７回春の院展
 １０ 置賜文化ホール ２００１（平成１３） １２９×４４ 一面 米沢市上杉博物館
  能舞台鏡板原画
 １１ 白月のヒマラヤ 制作年未詳 １７４．０×４４２．０ 一面 寄託 
 １２ ヒマラヤの月 ２００４（平成１６） ６５．４×９３．３ 一面 米沢市上杉博物館 
 １３ 春暮 昭和２６年頃 １６５×２１５ 一面 米沢市上杉博物館 
 １４ 高砂族の舞 １９７２（昭和４７） １８２×３８２ 六曲一隻 米沢市上杉博物館 再興第５７回院展

（７）「追悼　特別展示　米沢が生んだ日本画の巨星　遠藤桑珠と福王寺法林」�

遠　
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法　

林

印 刷 物
ポスター　Ｂ２判
　　　　（自館作成）
チラシ　Ａ４判



２　教育普及

目　　的
　地域の住民（こどもたちも含めた）が地域の自然や文化を正しく理解し、それを継承していくための契機となるよう
にしていく。歴史や美術をとおして、こどもたちが広い視野で将来を見据えられるような展示や体験学習を提供し出版
物の制作を行う。これらの活動を積み重ねていくことにより、館の社会的認知度を高めていき、その結果として、住民が
博物館（地域のシンボル）をつくっていく一員であるという認識を持つことができ、共に成長していくものとする。

（１）ワークショップ
　子どもにも大人にも、目でみるだけではなく、五感を用いた体験を伴う活動の場を提供した。
　企画展の関連事業や連続ワークショップも含め、１９のプログラムを実施。博物館ならではの収蔵品を用いた美術鑑
賞、手技・手仕事、地域の作家を講師に迎えての造形講座などを開催した。本年は３本の「ナイトツアー」を実施し、
夜の展示室でじっくり展覧会を鑑賞していただく内容が好評であった。

募集制ワークショップ
■誰も知らない博物館
開催日時　　５月１５日（日）１３：３０～　対象・定員　小学生親子１５組
参加人数　　６名
内　　容　　収蔵庫など博物館のバックヤードをオリエンテーリング形式で見学。

■親子でいつでも晴れの傘をつくろう！
開催日時　　５月２９日（日）１３：３０～　対象・定員　小学生親子２０組
参加人数　　９名
内　　容　　透明ビニール傘にカラーフィルムでオリジナルの飾り付けを体験。

■ナイトツアー　サントリー美術館のコレクションを味わう
開催日時　７月８日（金）１９：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１９名
内　　容　夜の博物館でスライドを用いながら展覧会をじっくり鑑賞。

■型絵染入門　～手すき和紙のティーマット～　講師：土手武彦氏　土手千鶴子氏
開催日時　７月１７日（日）１０：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１７名
内　　容　和紙への合羽摺り、麻布への糊置きから色差し等の行程を体験。

■回想法　～記憶の引き出し～
講師：北名古屋市歴史民俗資料館　館長　市橋芳則氏
開催日時　７月２８日（木）１４：００～
対象・定員　一般、福祉施設に勤務の方３０名
参加人数　１８名
内　　容　昭和をテーマとした展覧会と関連付け、記憶を蘇らせることで脳を活性化させる「回想法」について講演

して頂いた。福祉施設の方を中心に好評を得た。

■海のモビールをつくろう
開催日時　　８月５日（金）１０：００～　対象・定員　小学生２０名　　
参加人数　　１９名
内　　容　　北欧のインテリア・モビールをカラフルな模造紙と型紙を用いて制作。

■ミニチュアをつくろう　～冷たいスイーツ～
開催日時　８月５日（金）１３：３０～　対象・定員　小学生２０名
参加人数　１８名
内　　容　樹脂粘土やホイップ粘土を用い、本物そっくりの造形を目指した。
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■Ｍｙはしづくり～木の香りとぬくもりを感じよう～　　講師：杉山明博氏
開催日時　８月７日（日）１０：００～　対象・定員　小学生２０名
参加人数　２３名
内　　容　木の削り出しを体験し、自分の手になじむ世界に一つだけの箸を製作。

■楽しい水彩画　協力：緑光会　講師：清水恵子氏
開催日時　８月９日（火）９：００～　対象・定員　小学生以上２０名
参加人数　１５名
内　　容　水彩絵具の特性を生かし、果物、野菜、花などのモチーフをとらえることに挑戦。

■織物に挑戦！　～ミニテーブルセンター～
開催日時　８月１１日（木）１３：３０～　対象・定員　小学生２０名
参加人数　１６名
内　　容　一本の糸が面になっていく織の工程を体験しながら実用的なテーブルセンターへ。

■昭和のまちへタイムトリップ
開催日時　９月４日（土）１０：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　６名
内　　容　高畠町の昭和縁結び商店街を散策しながらその時代を体感。

■包むこころふろしき
開催日時　９月９日（金）１９：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　４名
内　　容　風呂敷の歴史を学びつつ、現代の日常の様々な所で応用できる技を紹介。

■能狂言のおもしろさ　面のひみつ　講師：石原良子氏　奥津健太郎氏
開催日時　９月１０日（金）１３：３０　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　３名　
内　　容　プロの面打ち師、能楽師面打ちの行程や面の鑑賞のポイント、着け方などを体

験を交えて紹介して頂き能への理解を深めた。

■刺子入門　講師：遠藤きよ子氏
開催日時　９月１７日（土）１０：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１０名　
内　　容　機能を装飾を併せ持った手仕事を手軽に体験。郷土の原方刺子についても学ぶ。

■洛中洛外図を楽しむ
開催日時　１０月１４日（金）１９：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　２０名　
内　　容　夜の展示室で国宝「上杉本洛中洛外図屏風」をじっくり鑑賞。

■洛中洛外図扇子をつくる
開催日時　１０月２９日（土）１０：００～　対象・定員　小中学生２０名
参加人数　１名　
内　　容　自分で着彩した洛中洛外図を扇子に仕立て、その構造も学ぶ。

■香るこころ　香道　講師：お香を楽しむ会
開催日時　１０月３０日（日）１０：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１９名　
内　　容　数種類の香木の香りをかぎ分ける聞香に挑戦。



■ナイトツアー　本間国雄の世界
開催日時　１２月９日（金）１９：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　８名　
内　　容　夜の展示室でじっくり美術鑑賞。水墨画の技法や作家の制作背景について参加者同士で意見を交換し、鑑

賞を深めた。

■ナイトツアー　刀剣の魅力に迫る　講師：米沢市教育委員会文化課長　村野隆男氏
開催日時　２月１０日（金）１９：００～　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　２３名　
内　　容　日本刀の歴史、作り方、見方を総合的に学び、刀への興味関心を深めた。

◆連続ワークショップ　きみもチルドレンキュレーターズ７　　小学校４年生～高校１年生　１０名
　７年目に入った今年は今までに経験してきた学芸員の仕事の内容を復習しながら技術を向上させることに重点を置いた。
　座の文化伝承館・蔵の「河童洞コレクション」や企画展「よみがえる赤羽刀」では展示準備の一部にも携わり、学
芸員のより深い仕事を体験した。

　５月１５日（日）　顔合わせ／ワークショップ「誰も知らない博物館」スタッフ
　６月４日（土）・８月４日（木）　学芸員仕事復習（収蔵庫整理）
　８月１８日（木）　蔵「河童洞コレクション」展示準備
　９月４日（日）　アウトリーチ「昭和の町へタイムトリップ」
　１０月１０日（水）　蔵「河童洞コレクション」展示作業
　１１月２６日（月・祝）　学芸員仕事（分限帳調査）
　１月１４日（土）　学芸員仕事（分限帳調査）
　２月１８日（日）　プレイショップ準備（紙粘土で和菓子づくり準備）
　３月１０日（土）　展覧会監視業務（「追悼特別展示　遠藤桑珠と福王寺法林」）
　３月２９日（水）　今年度まとめ

自由参加制ワークショップ
　申込や参加費が不要の自由参加制ワークショップは、気軽に参加して頂けるような雰囲気作りを心掛けた。地域の
来館者はもちろん、通りすがりの観光客などもその土地の風土や、民俗を感じて頂けるようなプログラムを開催。

■笹まきをつくろう
開催日時　６月２５日（土）
参加人数　３３名
内　　容　開館以来毎年継続のプログラム。郷土の保存食「笹まき」の作り方を体験し、笹の効用や「包む」という

工夫と技についても触れた。

■むかしむかしを聞こう　　協力：米沢とんと昔の会
開催日時　①７月７日（土）　②７月２３日（土）　③８月２７日（土）　④９月２４日（土）　⑤１０月１６日（土）
内　　容　米沢とんと昔の会の協力のもと、方言による昔語りの会を開催。

　　　　　　募集制ワークショップ参加者傾向　　　　　　　　　　　　自由参加制ワークショップ参加者傾向 
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１９

（２）プレイショップ

目　　的
　「Hands and Heart～手と心で感じよう～」をテーマに、日常の中で様々な想像と創造力を生み出すきっかけのひと
つとなる場所・空間・時間を提供し、純粋に心で感じ、楽しんでもらっている。日本古来の楽器や玩具、日本独自の
手工芸などを紹介するとともに、スイッチやボタン一つで動いてしまうものではなく、自らの手で触り、動かし、感
じることができる環境を提供する。現在失われつつある日本の伝統を一部ではあるが伝承していく。

内　　容
　毎月違うプログラムを展開。今年度は２～３月に「おきたま雛回廊キャンペーン」に協力する形で計画を変更し、
ひな祭りにちなんだ造形活動を展開した。

＜マンスリープログラム　季節の行事と造形体験＞
　　４月　　花祭り　　　　　春のおりがみ
　　５月　　端午　　　　　　ｍｙめんこづくり　
　　６月　　さなぶり　　　　体験！墨流し
　　７月　　七夕　　　　　　織姫になろう
　　８月　　盂蘭盆会　　　　わいわいスパッタリング
　　９月　　重陽の節句　　　秋のおりがみ
　　１０月　　お月見　　　　　ハニカム紙でつくろう
　　１１月　　七五三　　　　　オリジナル年賀状づくり
　　１２月　　冬至　　　　　　デザイナーズチェアを楽しもう
　　１月　　お正月／小正月　和紙でつくろう鬼の面
　　２月　　節分　　　　　　おひなだんだん＊
　　３月　　桃の節句　　　　和菓子づくり＊　　　　　　＊…雛回廊連携企画

（３）ミュージアムスクール・施設・展示見学・出前授業・職場体験の受入
　　
　利用日 内容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用人数
　ミュージアムスクール（学校側が来館・学芸員が授業に参加）
　４月４日（月） バックヤードツアー 米沢市立興譲小学校 ５０
　９月１６日（金） 社会科（昔の道具） 米沢市立三沢東部小学校 １６
　１０月１３日（木） バックヤードツアー 米沢市立万世小学校 ５６
　１０月２７日（月） 美術科（洛中洛外図屏風） 米沢市立第二中学校 
　１１月１日（火） 　　　　　〃 米沢市立第二中学校 
　１１月２日（水） 　　　　　〃 米沢市立第二中学校 １６５
　施設利用・見学
　４月２７日（水） 研修会 米沢市小学校教育研究部会 ２８
　５月１９日（木） 修学旅行 宮城県大河原町大河原中学校 ７５
　６月２日（木） 社会科見学 川西町立吉島小学校４年 ２７
　６月９日（木） 社会科見学 大富小学校４年 ４０
　６月１３日（月） 校外学習 県立米沢養護学校中学部１年 １
　６月１５日（水） 校外学習 米沢興譲館高校１年 ２００
　６月１７日（金） 総合学習 米沢市立第二中学校２年 １３
　６月１７日（金） 総合学習 米沢市立東部小学校３年 １０８
　６月２０日～７月３日 美術科授業 米沢市立第六中学校３年 ４２
　６月２１日（火） 施設見学 米沢市立上郷小学校６年 ４６
　６月２３日（木） 社会科見学 鶴岡市立田川小学校５・６年 １６
　６月２４日（金） 美術科教員研修 米沢工業高校 ２０
　６月２４日（金） 展示見学 川西町立東沢小学校 １４
　７月８日（金） 校外学習 米沢市立松川小学校３年 ６４

｝



　８月３０日（火） 校外学習 ゆきわり養護学校 ２
　９月６日（火） 校外学習 米沢養護学校やまなみ学園分教室　高１・３年 ２
　９月６日（火） 校外学習 米沢市立松川小学校 ６４
　９月６日（火） 社会科見学 米沢市立第一中学校特別支援学級 ５
　９月７日（水） 校外学習 米沢市立第六中学校１年 ４４
　９月７日（水） 校外学習 米沢市立第七中学校１年 ８８
　９月７日（水） 展示見学 長井市立長井南中学校１年 １３７
　９月８日（木） ウォークラリー 長井市立長井北中学校１年 １０３
　９月９日（金） 校外学習 米沢市立東部小学校４年 １０５
　９月９日（金） 班別研修（市内） 小国町立小国中学校１年 ６３
　９月１５日（木） 学年行事 飯豊町立飯豊中学校１年 ７５
　９月２２日（木） 社会科 米沢市立南部小学校３年 ７７
　９月２３日（金） 選択美術の授業 米沢市立第三中学校２年 １９
　９月２９日（木） 校外学習 米沢市立三沢東部小学校 ９
　１０月８日（土）～１１月６日（日） 美術科 米沢市立第三中学校１～３年 ３９９
　１０月２４日（月）～１１月６日（日） 美術科 米沢市立第二中学校 １６５
　１０月１４日（金） 社会科見学 米沢市立三沢西部小学校３・４年 １３
　１０月２７日（木） 美術科 米沢市立第二中学校 １６５
　１１月２日（水） 総合学習 米沢市立西部小学校６年 １０３
　１１月７日（月）・１６日（水） 校外学習 米沢市立東部小学校４年 １０６
　１１月１１日（金） 校外学習 米沢市立北部小学校４年 １１１
　１１月１５日（火） 社会科見学 長井市上伊佐沢小学校４年 ９
　１２月１日（木） 校外学習 米沢市立西部小学校特別支援学級 ８
　１２月２１日（水） 総合学習 米沢市立万世小学校５～６年 １０７
　２月２８日（火） 総合学習 米沢市立興譲小学校６年 ４８
　出前授業（博物館側が学校へ資料を持って出向く）  
　５月２０日（金） 総合学習 南陽市立漆山小学校 ２２
　７月８日（金） 社会科授業 米沢市立南部小学校６年 ７０
　２月２３日（木） 美術科 米沢市立第二中学校 １５９
　８月１２日（金） 学童保育 風の子クラブ ３６
　８月１７日（水） 学童保育 窪田児童センター ２５
　職場体験   
　９月 米沢チャレンジウィーク（市内中学校）  １８
　博物館実習  
　８月 博物館実習 各大学 ９
　教職員研修  
　８月 教員１０年研修 長井工業高校 １
　その他　体験学習室利用ほか  
　５月１３日（金） 修学旅行 喜多方市立加納小学校 ６３
　５月２０日（金） 修学旅行 福島大学付属特別支援学校 １１
　５月２４日（火） 修学旅行 高畠町立屋代小学校４年 ３９
　６月１７日（金） 修学旅行 米沢市立第二中学校 １０
　６月２３日（木） 修学旅行 仙台市立岩尻小学校 ９
　８月７日（日） 施設見学 米沢市立南原中学校３年 ５０
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計 ３３９８

□職場体験
　米沢市内の中学校がキャリア教育の一環として取り組んでいる「米沢チャレンジウィーク（ＹＣＷ）」に協力。
　博物館業務としては、展示室の監視・もぎり等の接客、書庫や収蔵資料の整理等を中心に行った。
　　米沢市立第一中学校：３名　米沢市立第二中学校：３名　米沢市立第三中学校：２名　米沢市立第四中学校：３名
　　米沢市立第五中学校：３名　米沢市立第七中学校：３名　米沢市立南原中学校：２名

２０
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（４）情報ライブラリー
　無料スペースである情報ライブラリーでは、企画展に関連した書籍をピックアップして紹介し、展示の内容を補っ
た。また、翌年の特別展に合わせ「上杉氏のルーツ」の映像ソフトを制作した。

（５）博物館実習
　物館学芸員資格取得講座を受講している学生の実習機関として、受入を行った。本年度は下記の通り実施。

　　佐野千代理（駒澤大学）　　　　　　小原萌々子（都留文化大学）　　　三浦　愛未（米沢女子短期大学）　
　　熊谷　彩子（米沢女子短期大学）　　鈴木　俊輝（盛岡大学）　　　　　白鳥　　彩（米沢女子短期大学）
　　黒島妃沙葉（米沢女子短期大学）　　角田　美里（東北芸術工科大学）

（６）その他
■伝国の杜サポーター
　インフォメーション・教育普及・広報・レセプショニストそれぞれが、継続して来館者サービスを中心とした活動
を行った。

■伝国の杜ファンクラブ
　会員向け事業として山形交響楽団コンサートの事前学習会「講演会＜指揮者とはいったい何をする人ぞ？＞ミニコ
ンサート＜ピアノの魔術師　リストの世界＞」を実施。また、開館１０周年特典として特別入館券や、カフェのドリン
ク券の発行、ミュージアムショップの期間限定２０％割引などを実施した。
　会員数　一般２０４人　学生８人　ジュニア１１人

■事業評価
　昨年度から継続し、展示事業について内部評価を行った。また外部評価として伝国の杜運営協議会委員にも６本の
展覧会について評価を依頼し、展覧会終了後の総括会議にて報告し改善へとつなげる取り組みを行った。
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の活動を継続した。毎
月勉強会を開催し、来
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ログラムについて意見
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した。�

広　　報�
伝国の杜事業のポス
ター、チラシの発送作
業を随時行った。�
伝国の杜関連記事の収
集と整理を継続して行っ
た。�

インフォメーション�
土日・祝日を中心館内
案内、観光案内を随時
行った。�

レセプショニスト�
ホール公演時の案内補
助等を行った。�



３　調　査

（１）館蔵資料調査
（歴史・民俗）
　寄贈資料、購入資料、寄託資料の目録作成。古文書の解読を含む概要調査。資料収集に関わる新資料の調査。展覧
会準備調査を調査員とともに行った。　　　調査員（敬称略）　佐藤美保子、和田節子

（２）資料収集に伴う調査
　資料収集の項目参照
　　　
（３）展覧会準備調査
■平成２３年度企画展「近くてなつかしい昭和２」資料調査、打合せ等
　　平成２３年６月２日　山形県高畠町　　高畠町郷土資料館
■平成２３年度企画展「よみがえる赤羽刀」資料調査、打合せ等
　　平成２３年６月２３日　東京都渋谷区　　日本美術刀剣保存協会
　　平成２３年７月７日　山形県山形市　　山形大学附属博物館
　　平成２３年１１月１５日　東京都渋谷区　　日本美術刀剣保存協会
■平成２３年度企画展「本間国生展」資料調査
　　平成２３年７月１５日　東京都八王子市　中央大学
　　平成２３年１０月１５日　神奈川県藤沢市　ギャラリーなるかわ
■平成２４年度特別展「上杉鷹山の財政改革―国と民のしあわせ―」資料調査、打合せ、写真撮影等
　　平成２３年１１月１４日　高知県高知市　　高知大学
　　平成２３年１２月１６日　山形県山形市　　横山昭男氏宅
　　平成２４年２月９日　山形県南陽市　　御殿守、高岡亮一氏宅
　　平成２４年２月１１、１２日　新潟県長岡市　　長岡市立科学博物館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡市与板歴史民俗資料館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三輪氏宅
　　平成２４年２月２３、２４日　新潟県関川村　　重要文化財渡辺家保存会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せきかわ歴史とみちの館
　　平成２４年２月２８日　山形県南陽市　　高岡亮一氏宅
　　平成２４年３月１２日　新潟県関川村　　せきかわ歴史とみちの館
　　平成２４年３月２９日　山形県酒田市　　本間家旧本邸、本間美術館
■平成２４年度企画展「美の系譜―国画会にみる山形の美術」準備調査、打合せ等
　　平成２３年９月２１日　山形県鶴岡市　　致道博物館、鶴岡アートフォーラム
　　平成２４年２月２４日　山形県山形市　　山形美術館
■平成２５年度特別展「上杉家の伝えた戦い」（仮）研究会、打合せ等
　　平成２３年７月１、２日　愛知県犬山市　　犬山市文化史料館

（４）資料調査員による調査
　博物館に必要な資料の収集を適正かつ円滑に進めること、また展示、研究等に関する基礎データを得ることを目的
として、２３年度は下記の調査員に依頼した。任期は１年。
（敬称略）　　　　氏　名　　　　　　分　野　　　　　　　　　備　考
　　　　　　　小林　文雄　　　　　近世史　　　山形県立米沢女子短期大学准教授
　　　　　　　小野　　榮　　　　　郷土史　　　郷土史家・元米沢市史編纂専門員
　　　　　　　佐藤　　繁　　　　　美　術　　　米沢市立興譲小学校教頭
　　　　　　　我妻　寿彦　　　　　美　術　　　財団法人山形美術館学芸員
　　　　　　　村山　鎮雄　　　　　美　術　　　美術研究家・元府中市美術館館長

（５）上杉家・米沢藩関連資料調査 

２２



２３

４　収集保管

（１）　資料収集

平成23年度は収集検討会議を開催せず。 以下のリストの案件の受け入れを検討した。

収集委員会　平成２３年度は開催せず
　収集委員会委員（任期：平成２２年７月１日～平成２４年６月３０日）
　加藤　千明（近代美術）財団法人山形美術館館長　　東海林静男（歴史：近代史）山形県立米沢女子短期大学名誉教授
　濱田　直嗣（古美術）仙台市博物館顧問　　　　　　山田　邦明（歴史：中世史）　愛知大学教授
　湯山　賢一（書跡・古文書）奈良国立博物館館長　　横山　昭男（歴史：近世史）　山形大学名誉教授 

　　　備　　考　員　　数　　　　　　　　　　　　　　　資　料　名　分　　類№
寄贈７０点蓬田家文書文献１
寄託１幅蓬田家文書（細井平洲書）文献２
寄贈４３点郷土玩具・風俗人形生活資料３
寄贈１式堀内文書文献４
要検討４０点宮島詠士書書跡５
要検討１幅上杉鷹山書書跡６
要検討双幅細井平洲書書跡７
要検討１巻渋井太室・細井平洲送別の詩文献８
要検討１幅狩野文信筆「文殊菩薩」絵画９
要検討１幅狩野文信筆「白衣観音」絵画１０
要検討１幅島貫馨秀筆「慈母観音」絵画１１
要検討１口脇指　銘　米沢住尾形宗義刀剣１２
購入１巻直江状写文献１３
寄贈１紙上杉謙信書状写文献１４
寄贈１紙上杉景勝書状写文献１５
購入１紙服部豊山書書跡１６
見送り１巻錦帳暁開書跡１７
見送り１帖欧陽詢真千文書跡１８
購入１冊旅日記文献１９
見送り１巻孝経文献２０
見送り１枝黒漆塗長柄銚子工芸２１
寄贈１点小野川温泉図絵画２２
見送り５冊米沢戊辰実記草稿文献２３
要検討３７冊米沢戊辰実記正本文献２４
見送り１幅頼山陽書（附頼潔書）書跡２５
購入１口刀　銘　於東都加藤越後頭国秀　文化八年八月吉日刀剣２６
要検討１基上杉重房像彫刻２７
要検討１口雛道具（竹雀紋行器）工芸２８
要検討１幅上杉鷹山書書跡２９
要検討１幅神保蘭室書書籍３０
要検討１幅春日山城図歴史資料３１
要検討１対土人形（相良人形か？）生活資料３２
購入１点鈴木実作「夢は枯野をかけめぐる」彫刻３３
見送り６曲１双伝小田切寒松軒筆「花鳥図」絵画３４
購入１点桜井祐一「北条時宗」彫刻３５
購入１点高橋誠「白明」（日本画）絵画３６
見送り１幅上杉鷹山書書跡３７
寄贈１括栗山家文書文献３８
整理中１括井形家資料文献３９
見送り１点桜井祐一　木彫「千利休」（座像）彫刻４０
見送り１点桜井祐一　木彫「日蓮聖人」（立像）彫刻４１
見送り１点桜井祐一　木彫「芭蕉」（立像）彫刻４２
見送り１点桜井祐一　木彫「西行」（立像）彫刻４３
寄贈１点高瀬捷三　「石榴図」（水彩画）絵画４４
寄贈１点椿夏子　型絵染　「梅花図着物」工芸４５
寄贈１点香坂茂吉　　「静物」（油彩画）絵画４６
寄贈６曲１双鈴木蘭涯筆　山水図屏風絵画４７
寄贈６曲１隻目賀多守如カ　松竹梅に猿図屏風絵画４８
購入１鋪長谷堂合戦絵図文献４９
購入１通上杉弾正大弼宛海山元珠書状文献５０
購入１通直江山城守宛徳川家康書状文献５１
見送り１口今成吉四郎拝領棗（茶入れ）工芸５２
寄贈一冊逸老庵画集図書５３



■受入資料

■受入図書 

２４

大分類受入区分点数件数作者名資料名資料ＩＤ

歴史資料他寄贈７６１蓬田家文書A２０１１－００１－００１～A２０１１－００１－０７２

生活資料寄贈４３１陶人形、土人形A２０１１－００２－０１～A２０１１－００２－４３

絵画寄贈１１高瀬捷三ざくろ図A２０１１－００３

工芸寄贈１１椿夏子型絵染　梅花図着物A２０１１－００４

絵画寄贈１１香坂茂吉棚の上の果物A２０１１－００５

歴史資料寄贈１１未詳小野川温泉の図A２０１１－００６

その他寄贈１１本間国生逸老庵画集　第一A２０１１－００７

絵画寄贈
２１

鈴木蘭涯山水図屏風A２０１１－００８－０１

絵画寄贈目賀多守如か松竹梅に猿図屏風A２０１１－００８－０２

歴史資料購入１１（年未詳）２月６日上杉定勝宛海山元珠書状A２０１１－００９

歴史資料購入１１（年未詳）９月５日直江兼続宛徳川家康書状A２０１１－０１０

彫刻寄贈１１新井浩上杉景勝公・直江兼続公主従の銅像の原型A２０１１－０１１

歴史資料寄贈１１逸老庵額（本間国雄旧蔵）A２０１１－０１２

彫刻購入１１鈴木実夢は枯野をかけめぐるA２０１１－０１３

絵画購入１１高橋誠白明A２０１１－０１４

歴史資料購入
２１

フーフェラント著「BLATTERN」（ドイツ小児科医書）A２０１１－０１５－０１

歴史資料購入J.Aサクセ約「KINDER-POKJES」（オランダ医書）CDA２０１１－０１５－０２

歴史資料他寄贈５１０１栗山家文書A２０１１－０１６－００１～A２０１１－０１６－２１７

歴史資料他寄贈２４６７１高橋里美資料A２０１１－０１７－００１～A２０１１－０１７－０８０

歴史資料他寄贈３４６１堀内家文書A２０１１－０１８－００１～A２０１１－０１８－３４６

歴史資料寄贈
２１

（永禄６年カ）卯月８日長尾越前守宛上杉輝虎書状写A２０１１－０１９－０１

歴史資料寄贈（天正１０年）３月６日松？軒宛上杉景勝書状写A２０１１－０１９－０２

彫刻購入１１桜井祐一北条時宗A２０１１－０２０

※資料群受入

著者名１図書区分書名分類

宮城教育大学附属中学校第２学年単行書山形総合学習報告書３７６

霞会館資料展示委員会単行書参宮・遷宮・伊勢神宮１７５

山形県埋蔵文化財センター単行書川前２遺跡第１・２次発掘調査報告書２１２.５

彦根城博物館単行書五百羅漢のお寺７１８

豊島区立郷土資料館単行書豊島郡の村絵図２９１

豊島区立郷土資料館単行書豊島区地域地図　第４集４５４

福島県立博物館単行書漆のチカラ５７６

朝日新聞社単行書ムーミンと白夜の国の子どもたち７２６

熊平雅人単行書抜萃のつづり　その７０９１４

大石学単行書Jr.日本の歴史⑤２１０.５

馬渕美帆単行書絵を用い、絵を創る７２１

愛知県史編さん委員会単行書愛知県史　資料編１３　織豊３２１５.５

山形県埋蔵文化財センター単行書玉作２遺跡第２次発掘調査報告書２１２.５

山形県埋蔵文化財センター単行書作野遺跡第２次発掘調査報告書２１２.５

東北芸術工科大学東北文化研究センター単行書
東北地方における環境・生業・技術に関す
る歴史動態的総合研究　平成２２年度研究
成果報告書

２１２

川見典久単行書所蔵品選集　刀装具７５６

和歌山県立博物館単行書移動する仏像　－有田川町の重要文化財を中心に－７１８

東北芸術工科大学東北文化研究センター単行書東北一万年のフィールドワーク　４　子玉川２１２

歴史教育者協議会単行書明日の授業に使える小学校社会科　６年生３７５

著者名１図書区分書名分類

若松城天守閣郷土博物館単行書歴代城主展・赤瓦の天守閣２１２.６

斎藤茂吉記念館単行書茂吉短歌ポスト作品集　第２１集９１１.１

小山市立博物館単行書第１０回収蔵展　故小野塚イツ子氏遺贈品展７５１

酒井信一郎単行書かみのやま　町の記憶　時のスケッチ６７２

長野県立歴史館単行書大地に刻まれた信濃の歴史２１５.２

國學院大學博物館学研究室単行書國學院大學博物館学紀要　第３５輯S０６９

國學院大學博物館学研究室単行書國學院大學　「高度博物館学教育プログラム」News Letter ２０１００６９

土浦市立博物館単行書戦国武将小田氏と法雲寺２１０.４７

小田原市郷土文化館単行書都市おだわらの創生２１３.７

山形県教育委員会単行書「最上川流域の文化的景観」調査報告書２９０

昭和館学芸部単行書ポスターに見る戦中・戦後２１０.７

八千浦地区教育ハンドブック編集委員会単行書八千浦地区教育ハンドブック３７９

山形県政策推進部統計企画課単行書山形県勢要覧　平成２３年刊３５０

羽下徳彦単行書別本　歴代古案　第３K２１０.０８８

たばこと塩の博物館単行書浮世絵版画　図録目録７２１

長野市立博物館単行書大岡の石仏７１８

長野市立博物館単行書長野市立博物館収蔵資料目録　歴史１０、５、６０６９.５２

守谷英一単行書箒を作る５８９

浜田広介記念館　ひろすけ会単行書ひろすけ童話学会報告記録集ⅠKS０６９.２５

倉敷市立自然史博物館単行書倉敷市立自然史博物館　展示解説書４６８



２５

 著者名１図書区分書名分類

単行書旅鶴　夏号　２０１１６８９

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター単行書山形市内仏像詳細調査報告書　２００６７１８

米沢藩古式砲術保存会単行書米沢の火縄銃を伝えてK５５９

山路愛子単行書むがぁし　昔　あったけど３８８

沖縄県文化振興会史料編集室単行書沖縄県史　各論編　第５巻　近代２１９.９

福島県立博物館単行書会津・漆の芸術祭７５２

宮城県多賀城跡調査研究所単行書宮城県多賀城跡調査研究所年報２０１０　多賀城跡S２１２.３

宮城県多賀城跡調査研究所単行書多賀城跡　－発掘のあゆみ－S２１２.３

真田宝物館単行書真田宝物館収蔵品目録０６９.５２

板橋区教育委員会単行書歴史民俗研究　第８輯２１０

土佐山内家宝物資料館単行書土佐山内家宝物資料館だより　海南千里　合冊版（第１～３０号）０６９.８４

徳島市立徳島城博物館単行書阿波の食べ物事情５９６

徳島市立徳島城博物館単行書館蔵浮世絵展７２１

徳島市立徳島城博物館単行書ひな人形の世界８７５９

たばこと塩の博物館単行書図録目録　ミニチュア（増補改訂版）７５０

大阪城天守閣単行書徳川時代大坂城関係史料集　第１４号２１６.３

大阪城天守閣単行書瓦版にみる　幕末大坂の事件史・災害史２１０

サントリー美術館単行書歌麿・写楽の仕掛け人　その名は蔦谷重三郎７２１

群馬県立歴史博物館・米沢
市上杉博物館・林原美術館

単行書洛中洛外図屏風に描かれた世界K７２１

首藤義之単行書武田信玄の娘　菊姫と竹姫２１０.４８

首藤義之単行書武田信玄の画像と不動明王２１０.４８

首藤義之単行書本能寺の変と武田松姫２１０.４８

若松城天守閣郷土博物館単行書会津藩　蝦夷地を守る　－北方警備二百年記念２１２.６

埼玉県教育委員会単行書埼玉県史料叢書１１２１３.４

郡山市教育委員会単行書郡山市歴史資料館収蔵資料目録　第２５集０６９.２６

川越市立博物館単行書川越城　－描かれた城絵図の世界－５２１

鶴岡市史編纂会単行書図説　鶴岡のあゆみ２１２.５

正進社編集部単行書歴史の資料２１０

信濃毎日新聞社出版部単行書決定版　ぼくらは真田十勇士２１０.４８

鍋島報效会単行書佐賀の蒔絵師　芦刈梅吉作品集７５２

斎藤清一単行書資料・米沢時代の吉本隆明について　その九K２８９

米沢市・東海市交流促進の会単行書米沢から出された平洲先生の手紙K２８９

鈴木デザイン事務所単行書四季折々／上杉の城下町「米沢の旅」K６８９

松野良寅単行書米沢英和女学校の顛末K３７６

高森務単行書在郷太郎K９１１

対馬亮資単行書福島の伊達氏２１２.６

菅原教夫単行書殿村藍田７２８

「青木厚一伝」刊行委員会単行書一身にして三生K２８９

「招魂碑」戦没者芳名復刻事業実行委員会単行書戊辰戦争と米沢藩　その戦没者を慰霊する招魂碑K２１２.５

米沢市西部コミュニティセンター単行書
米沢市西部コミュニティセンター概要　
米沢市克雪プラザ紀要　平成１８年度

K３７９

水見清三単行書百人一首の世界９１１

畑田公生単行書近くて懐かしい昭和あのころ２１０.７

原始布・古代織参考館単行書上杉からむし文化の彩り　鷹山のなせる織物と復元　図録K７５３

松野良寅単行書郷土史の裏街道　－架空座談会２－K２８１

米沢御堀端史蹟保存会逐次刊行物懐風　第３１号～３６号KS２７４

研究出版委員会逐次刊行物先人顕彰　第１３号～１４号KS２０６

著者名１図書区分書名分類

会報・会誌部逐次刊行物先人顕彰　第１６号～１７号KS２０６

鷹山公と先人顕彰会広報部逐次刊行物先人顕彰　第１８号　２０周年記念号KS２０６

廣介先生を偲ぶ会逐次刊行物むくどり　第２３号、２５号、２６号、１２号KS３７９

米沢温故会逐次刊行物温故　第３３号、３５号、３６号KS２０６

近厚逐次刊行物医学の流れ　－米沢藩における西洋医学の振興を併せて－K４９０

松野良寅逐次刊行物素顔の先人たちK２８１

高森務単行書米沢の大恩人　直江兼続公K２８９

高森務単行書私をとりまく百K９１４

滝沢美恵子単行書墨の彩７２１

山中三平単行書雪の音７４８

置賜史談会単行書戊厄の役と米澤K２１２.５

斉藤栄単行書奥の細道幻紀行９１３

松野良寅単行書先人の邂逅K２８１

松野良寅単行書米沢藩　版籍奉還前後の上京者たちK２８１

上杉虎雄単行書文献と史料　赤穂事件の考察K２１０.５

松野良寅単行書比較郷土史学のすすめ　－郷土の先人を知るために歴史を学ぶ－K２１０

松野良寅単行書古稀の峠三合目K９１４

高森務単行書直江状　－口語訳－K２１０.５

上村良作単行書歴史と文教の街K２１２.５

近野嘉治馬単行書敬師郊迎送の里K２８９

高森務単行書茶菓噺　続K９１４

坂本賞三単行書新選　日本史図表　年表・地図・資料２１０

米沢有為会逐次刊行物社団法人米沢有為会々誌　復刊第５６号、５８号KS３７３

山形県立米沢興譲館高等学校逐次刊行物興譲　１０号KS３７４

高森務単行書百歳記念　高森務　近作１０点K７２１

米沢文化懇話会逐次刊行物米沢文化懇話会報　４５号～４７号KS０６０

米沢文化懇話会逐次刊行物米沢文化懇話会報　４９号～５０号KS０６０

斎藤清一単行書資料・米沢時代の吉本隆明について　その八　兄隆明の思い出K２８９

単行書我妻榮先生を偲ぶ夕べK２８９

上杉雪灯篭まつり２０回記念事業委員会単行書上杉雪灯篭まつりK３８６

逐次刊行物先人顕彰　会員名簿　平成１０年１月K２０６

逐次刊行物先人顕彰　会員名簿　平成１３年２月K２０６

会報・会誌部逐次刊行物上杉鷹山公と郷土の先人を顕彰する会　会報　ようざん　第３０号・３１号KS２０６

森泉章単行書遠藤浩先生の人生行路に思う　－人と学問－K２８９

天草市立天草キリシタン館単行書天草キリシタン館リニューアル記念「展示図録」１９８

北九州市立自然史・歴史博物館単行書禅寺広寿山の名宝７０２.１７

日本博物館協会単行書
生涯学習施策に関する調査研究　博物館
倫理規定に関する調査研究報告書

０６９

福島県文化振興事業団単行書直江兼続と関ヶ原－慶長五年の真相をさぐる－K２８９

藤井讓治単行書天皇と天下人２１０.１

群馬県立歴史博物館単行書親鸞と妙安寺　－そして、知られざる上州の真宗門徒－１８８

東京都江戸東京博物館都市歴史研究室単行書勝海舟関係資料　海舟日記　（五）２８９

東京都江戸東京博物館都市歴史研究室単行書両国地域の歴史と文化０６９.３６

東京都江戸東京博物館単行書東京都江戸東京博物館資料目録　占領期カラースライド０６９.３６

佛教大学歴史学部単行書歴史をまなぶ　歴史に学ぶ－歴史学部への招待２０１

単行書京都の剣鉾まつり３８６

単行書作家名でわかる逆引き美術館手帖７０６

斎藤茂吉記念全国大会運営委員会単行書斎藤茂吉記念歌集　第３７集９１１.１



 

２６

著者名１図書区分書名分類

文化課（市立米沢図書館）単行書米沢の神社・堂宮　６　－山上地区－K２７４

一関市博物館単行書あかり５４５

春日井市道風記念館単行書美術としての書　文学資料としての書７２８

東京文化財研究所単行書東京文化財研究所ってどんなところ？７０９

今谷明単行書物語と写真でわかる天皇家の歴史２８８

鳥取市歴史博物館やまびこ館単行書絵葉書の世界６９３

鳥取市歴史博物館やまびこ館単行書庭先にひろがる中世　－因幡国荘園の世界－２１０.３

鳥取市歴史博物館単行書神と仏、大習合７１８

今福匡単行書かぶき者・前田慶次－文献史料で四百年前の足跡をたどる－K２８９

平山優単行書武田遺領をめぐる動乱と秀吉の野望２１０.４８

山本博文　［ほか］単行書消された秀吉の真実　－徳川史観を超えて２１０.４８

仙台市史編さん委員会単行書仙台市史　通史編８　現代１２１２.３

白峰旬単行書新「関ヶ原合戦」論２１０.４８

白峰旬単行書慶長５年の上杉景勝VS徳川家康・伊達政宗・最上義光攻防戦について２１０.４８

白峰旬単行書
慶長５年の九州における黒田如水・加藤清
正の軍事行動（攻防戦と城受け取り）について

２１０.４８

白峰旬単行書直江状についての書誌的考察２１０.４８

白峰旬単行書慶長５年７月～同年９月における石田・毛利連合政権の形成について２１０.４８

米沢市教育委員会単行書第３期　米沢市教育・文化計画K２０７

米沢市教育委員会単行書米沢市教育・文化計画　平成２３年度　目標・重点・事業計画K２０７

中田昭単行書京都祇園祭３８６

小山市立博物館単行書戦国の装い　－井澤昭二甲冑コレクションの世界－７５６

安城市歴史博物館単行書汽笛一聲・安城駅１２０年６８６

地域創造単行書ステージラボ・マスターコース報告書　研修企画支援事業報告書３７９

角田市郷土資料館単行書和田家資料「内留」弘化三年２１２.３

東北芸術工科大学考古学研究室単行書飛島における考古学的調査２１２.５

東北芸術工科大学考古学研究室単行書置賜地域の終末期古墳　４K２７３.１

岐阜市歴史博物館単行書信長関係文献目録２１０.４８

欅墨書院単行書植松弘祥作品集７２８

単行書米沢観世流謡曲同好会　６０年の歩みK７６８

オフィス五稜郭単行書戦国の城と合戦２１０.４７

山�宏単行書日本画と日本建築の時空５２１

山田康弘単行書戦国時代の足利将軍２１０.４７

清水寺史編纂委員会単行書清水寺史　第四巻　図録１８８

霞会館資料展示委員会単行書伊勢神宮と北海道１７５

本郷和人単行書名将の言葉　武人の生き様と美学１５９

「週刊置賜」創刊３０周年を祝う実行委員会メディア資料「週刊置賜」創刊３０周年K２７０

横浜市歴史博物館単行書横浜市歴史博物館資料目録　第１９集０６９.３７

横浜市歴史博物館単行書海にできた新田６１２

野田市史編さん委員会単行書野田市史　資料編　古代・中世１２１３.５

税務大学校税務情報センター租税史料室単行書酒税関係史料集Ⅱ　～大正時代から昭和終戦直後～３４５

山形県立博物館単行書三島通庸と洋風学舎　－近代やまがたの学校－３７２

米沢市教育委員会単行書遺跡詳細分布調査報告書　第２４集K２７４

板橋区立郷土資料館単行書地域史シリーズ　上板橋２１３.６

横浜市歴史博物館単行書都筑区茅ヶ崎城跡と謎のウズマキかわらけ２１０.４

横浜市歴史博物館単行書大紙芝居展７７９

横浜市歴史博物館単行書近世横浜　海岸部の新田開発６１１

横浜市歴史博物館単行書古墳時代の生活革命　－５世紀後半・矢崎山遺跡－２１０.２

著者名１図書区分書名分類

横浜市歴史博物館単行書寺社参詣・物見遊山　横浜・神奈川の名所２９１

横浜市歴史博物館単行書大昔のムラを掘る２１０.２

サントリー美術館単行書一瞬のきらめき　まぼろしの薩摩切子７５１

サントリー美術館単行書夢に挑むコレクションの軌跡７０８

サントリー美術館単行書おもてなしの美　宴のしつらい７５０

香川県立ミュージアム単行書徳川四天王　井伊家の至宝展　－関ヶ原から幕末まで、武と風雅の歴史絵巻－７０８

香川県立ミュージアム単行書収蔵資料目録　２・３０６９.８２

三井文庫　三井記念美術館単行書日本美術にみる橋ものがたり　－天橋立から日本橋まで－５１５

前田育徳会単行書国宝　宝積経要品９１１

Khristaan Villela単行書アメリカ古代文明　人　自然　精霊２０９

和歌山市立博物館単行書川端龍子と和歌山　－１２０年の絆－７２１

小田原城天守閣単行書小田原城甲冑展　戦国から近世の甲冑７５６

長野市立博物館単行書長野市立博物館収蔵資料目録　歴史７０６９.５２

九州国立博物館単行書よみがえる国宝７０８

鍋島報效会単行書鍋島直茂・勝茂の時代２１０.５２

高槻市立今城塚古代歴史館単行書高槻市立今城塚古代歴史館　常設展示図録０６９.６３

高槻市立今城塚古代歴史館単行書三島と古代淀川水運Ⅰ　－初期ヤマト王権から継体大王の登場まで－０６９.６３

平塚市博物館単行書いつもとちがう散歩道～まちかどの自然観察～４８６

東京文化財研究所単行書東京文化財研究所　概要　２０１１７０９

尚古集成館単行書薩摩とイギリス　－海が結んだ絆－２１９.７

静岡市立芹沢�介美術館単行書芹沢�介作品をめぐる３０の物語７５３

米沢市企画調整部総合政策課単行書米沢市まちづくり総合計画　後期基本計画K３１８

米沢市企画調整部総合政策課単行書米沢市まちづくり総合計画　概要版K３１８

神戸市立博物館単行書神戸市立博物館館蔵品目録　美術の部　２７０６９.６４

神戸市立博物館単行書神戸市立博物館館蔵品目録　考古・歴史の部　２７０６９.６４

藤井譲治単行書織豊期主要人物居所集成２１０.４８

石田佳也　他単行書不滅のシンボル　鳳凰と獅子７０８

鈴木デザイン事務所単行書天地人像建立記念誌K６８９

小島毅単行書「歴史」を動かす　東アジアのなかの日本史２１０

杉本史子　［ほか］単行書絵図学入門２９１

蓮見精一単行書世界トンデモ事件簿　アンビリーバボーなウワサ６９０４９

米沢温故会単行書上杉家御年譜１　他１１１１冊K２８８

安城市歴史博物館単行書戦時下にできた明治航空基地３９１

福島県文化振興事業団単行書福島県歴史資料館収蔵資料目録　第４２集０６９.２６

八戸市博物館単行書八戸市博物館収蔵資料目録　民俗編（５）０６９.２１

内藤昌単行書城の日本史５２１

新潟県立歴史博物館単行書越後の大名２１４.１

長野市立博物館単行書長野市立博物館収蔵資料目録　歴史９０６９.５２

渡辺尚子単行書きずな　昭和の家族、伝えるこころ７５９

たばこと塩の博物館単行書華麗なる日本の輸出工芸　世界を驚かせた精美の技７５０

新沢桂大・稲川明雄・本山幸一単行書新潟県の合戦　長岡・柏崎編２１４.１

春日部市郷土資料館単行書幕末のかすかべ　～開国・攘夷・天狗党～２１３.４

盛岡市教育委員会歴史文化課単行書南部家の至宝　－名品が伝える盛岡の歴史－２１２.２

佐野美術館［他］単行書名物刀剣　－宝物の日本刀－７５６

オフィス五稜郭単行書日本の籠城戦２１０.４７

沖田行司単行書藩校・私塾の思想と教育３７５

F.Cana Bilsel単行書Imparatorluk Baskentinden Cumhuriyet’in Modern KentineF２２０

Martin Bachmann単行書Ahsap Istanbul Konut Mimarisinden OrneklerF２２０



２７

 著者名１図書区分書名分類

柳谷慶子単行書江戸時代の老いと看取り２１０.５

長谷川祐子単行書「なぜ？」から始まる現代アート７０２

秋元治単行書NEXT!!こち亀　お江戸だいすきBOOK２１０.５

米沢市上杉博物館単行書本間国雄展　旅に生きるK７２１

小和田哲男単行書一冊でわかる　芸術・美術・建築からわかる日本史７０２

彦根城博物館単行書武門の絆　－徳川将軍家と井伊家－２１６.１

杉山正明単行書京都御所西一松町物語２１６.２

小山市単行書小山評定　武者列伝２１０.４８

鈴木貞夫単行書今こそ上杉鷹山に学べK２８９

新見庄ロマンの里づくり実行委員会単行書珠玉の荘園「新見庄」３２２

日本園芸協会単行書プランツ＆ガーデン　１５１号（冬号）６２０

山形県生涯学習文化財団単行書地域から世界へ　山形のモノづくりを通して２１２.５

仙台市教育委員会単行書せんだいノート　ミュージアムって何だろう？２１２.３

栃木県立文書館単行書宇都宮国綱のその時代　－戦国大名から豊臣大名へ－２１０.４８

仙台市博物館単行書仏のかたち　人のすがた　仙台ゆかりの仏像と肖像彫刻７１８

アイヌ文化振興・研究推進機構単行書千島・樺太・北海道　アイヌのくらし　－ドイツコレクションを中心に－７５０

日本博物館協会単行書日本博物館協会　会員名簿　平成２３年度０６９

福井市立郷土歴史博物館単行書福井藩札と江戸時代の貨幣２０２

福井市立郷土歴史博物館単行書鏨の魔術　～金工の名門・後藤家と刀装の美～７５６

福井市立郷土歴史博物館単行書御三卿　一橋徳川家と田安徳川家　将軍のお身内、文武の家２１０.５

徳島市立徳島城博物館単行書阿波の茶の湯７９１

徳島市立徳島城博物館単行書阿波の海運　～廻船問屋山西家と金光山仙龍寺～６８３

徳島市立徳島城博物館単行書阿波の鉄砲　～鉄砲からみた阿波史～５５９

山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館単行書やまがたの古墳時代　－最上川流域のムラと古墳－K２１２.５

金子拓単行書記憶の歴史学　資料に見る戦国２１０

日本史教育研究会単行書Story　日本の歴史　増補版２１０

河合敦単行書上杉鷹山K２８９

大阪市博物館協会単行書李秉昌博士記念　韓国陶磁研究報告　Ⅴ７５１

白石市教育委員会単行書伊達氏重臣　遠藤家文書・中島家文書　～戦国編～２１２.３

南城市史編集委員会単行書南城市史　総合版（通史）２１９.９

奥村高明単行書SCOPE POSTCARD EDITION　アートポストカード集vol.２７２０

七尾市史編さん専門委員会単行書新修七尾市史　１４　通史編　Ⅰ　原始・古代・中世２１４.３

長野市立博物館単行書長野市立博物館　常設展示案内図録０６９.５２

長野市立博物館単行書道が人をつなぐ　－北国街道の４００年－６８２

進藤彦興単行書詩でたどる日本神社百選１７５

上島有単行書中世日本の紙　－アーカイブス学としての料紙研究－　前編・後篇２１０

黒田基樹単行書戦国北条氏五代２１０.４７

飯田市美術博物館単行書『南信』新聞美術記事年表　（明治・大正編）０７０

飯田市美術博物館単行書菱田春草　鑑賞ガイド７２１

白澤恵一単行書博物館経営論０６９

小田原市郷土文化館単行書野�幻庵と小田原２１３.７

熊平雅人単行書抜萃のつづり　その７１９１４

鍋島報效会単行書鍋島報效会研究助成研究報告書　第５号０６１

鍋島報效会逐次刊行物徴古館報　第２３号S０６９.９２

鍋島報效会単行書歴代藩主と佐賀城２１０.５２

板橋区立郷土資料館単行書当世具足　－大名とその家臣団の備え－７５６

松岬賞受賞者会単行書松岬賞受賞者会のあゆみ　３K２８９

市立米沢図書館単行書前田慶次道中日記　資料編９１５

著者名１図書区分書名分類

福井県立歴史博物館単行書鉄道博覧会　日本と福井の鉄道のあゆみ６８６

蔵田国順単行書伊勢神宮御師蔵田一族の歴史１７５

小山市立博物館単行書武士の美意識　～変わり兜と変わり具足～７５６

宇野直人単行書NHK　カルチャーラジオ　漢詩をよむ　日本の漢詩（鎌倉～江戸中期）９１９

群馬県立歴史博物館単行書関東戦国の大乱　－享徳の乱、東国の３０年戦争－２１０.４７

猪野宏實単行書米沢地方に於ける能楽思考　米沢金剛流四百年概史７７３

長尾修　［ほか］単行書わかりやすい会津の歴史　古代・中世・近世編２１２.６

オフィス五稜郭単行書格付け　戦国１００大名２１０.４

中山恭子単行書国想い　夢紡ぎ３６１

清水昇単行書しらべ図鑑マナペディア　戦国武将５５２１０.４７

新潟市歴史博物館単行書新潟美人展図録７２４

地域創造単行書ステージラボ・マスターコース報告書　研修企画支援事業報告書３７９

各務原市歴史民俗資料館単行書各務原市資料調査報告書　第３４号０６９.５３

神仏います近江実行委員会単行書神仏います近江１７１

群馬県立歴史博物館・米沢市上杉博物館・林原美術館単行書洛中洛外図屏風に描かれた世界K７２１

児玉幸多単行書くずし字解読辞典　机上版８１１

櫻井芳昭単行書輿３８０

北上市立博物館単行書南部藩の北上川舟運と黒沢河岸解説図録４５２

黒田日出男単行書第二提携洛中洛外図屏風の総合的研究７２１

山田邦明単行書戦国のコミュニケーション　情報と通信２１０.４７

三井記念美術館単行書特別展　華麗なる〈京蒔絵〉　－三井家と象彦漆器－７５２

二世　武田静山単行書静山詩集　其の三９１１

長野県教育委員会　文化財
課・松代文化施設等管理事
務所（真田宝物館）

単行書大名の旅　－松代藩の参勤交代－２１５.２

さいたま市立博物館単行書受け継がれた文化財　－新指定１０年分を大公開－２１３.４

富山治夫単行書襲名全記録　十二代目市川團十郎７７４

宮島新一単行書二万年の日本絵画史７２１

もりおか歴史文化館単行書あの日あの時の盛岡　－昭和レトロの世界－２１０.７

春日井市道風記念館単行書道風記念館蔵品図録、第二冊７２８

日動画廊単行書日動展　第４２回７２３

創立１００周年記念事業部単行書東京古典会　創立１００周年記念誌７０９

米沢有為会逐次刊行物社団法人米沢有為会々誌　復刊第６１号KS３７３

福島県立博物館単行書生誕４００年記念　保科正之の時代２８９

アートジャーナル編集委員会単行書Art Journal Vol.６８７００

井沢元彦単行書ビジュアル　源平１０００人２１０.４

成美堂出版編集部単行書日本歴史旅行地図帳２９０

高橋範子単行書水墨画にあそぶ　禅僧たちの風雅７２１

武田庸二郎単行書近世御用絵師の史的研究　－幕府制社会における絵師の身分と序列－７２１

山形県立博物館単行書出羽国成立以前の山形　山形と東北大学所蔵重要考古資料２１２.５

米沢市立上杉博物館単行書鎌倉時代の備前名刀展　解説K７５６

米沢市教育委員会単行書上杉鷹山公とその時代K２８９

神奈川県立金沢文庫単行書描かれた寺社　中世の指図と明治の社寺明細帳図１６５

大阪城天守閣単行書天守閣復興５２１

和歌山市立博物館単行書祇園南海とその時代７２１

川越市立博物館単行書名主奥貫友山と寛保２年の大水害５１７

水見清三単行書歌集　鉄路有情６８６

衆議院憲政記念館単行書大正デモクラシー期の政治特別展３１３

彦根城博物館単行書肥田の古墳・城・村　－大地に刻まれた記憶－２１６.１



 

２８

著者名１図書区分書名分類

東北大学庶務部広報調査課単行書東北大学の概要３７７

東北大学庶務部広報調査課単行書東北大学の概要　昭和５４年度３７７

総理府賞勲局単行書勲章等着用心得３１７

山形大学庶務部人事課単行書山形大学職員録　昭和５０年、昭和５１年３７７

伊藤公子単行書会員名簿　昭和６２年版K３７７

東北大学庶務部人事課単行書東北大学職員録３７７

東北大学庶務部人事課単行書東北大学職員録　（併設　東北大学医療技術短期大学部）３７７

東北大学庶務部人事課単行書東北大学職員録　（併設　東北大学医療技術短期大学部）３７７

東北大学庶務部人事課単行書東北大学職員録　（併設　東北大学医療技術短期大学部）３７７

横浜国立大学庶務部庶務課単行書横浜国立大学職員録　昭和５０年度３７７

仙台市立片平丁小学校　創立
百周年記念事業実行委員会

単行書同窓会会員名簿　（創立百周年記念号）３７６

米沢市立上郷小学校同窓会単行書会員名簿　創立１００周年記念K３７６

宮城県第二女子高等学校二華会単行書会員名簿　昭和５１年３７６

山形県立米沢東高等学校修誠同窓会単行書創立八十周年記念　会員名簿　昭和５３年K３７６

山形大学庶務部庶務課単行書山形大学概要　付　山形大学工業短期大学部３７７

山形大学庶務部人事課単行書山形大学職員録　昭和４９年、５８年、５９年３７７

米沢興譲館同窓会単行書会員名簿　昭和５１年、５６年、６１年、４５年K３７６

山形県立米沢女子短期大学さわらび会単行書さわらび会　会員名簿　昭和５２年版K３７７

東北学院単行書東北学院役員教職員名簿３７７

東北学院単行書東北学院役員・教職員名簿３７７

福島大学単行書福島大学職員録　（含　福島大学経済短期大学部）３７７

日本学士院単行書日本学士院会員名簿０６０

山形県総務部生涯教育振興局・山形県教育委員会単行書山形県生涯教育センター（仮称）　山形県立図書館０１４

山形大学附属図書館単行書中央図書館　－利用案内－０１４

東京女子大学単行書住所録３７７

加藤孝単行書考古学上より見た塩竈市周辺の遺跡２１２.３

哲学ゼミナール単行書高橋哲学資料K２８９

松野良寅単行書高橋里美先生K２８９

渡辺行雄単行書高橋里美先生K２８９

上村良作単行書郷土に光をかかげた人々K２８０.３

松野良寅単行書随想　興譲館今昔夜話K３７２

宮城県第一女子高等学校同窓会単行書会員名簿　昭和５７年３７６

東京音楽大学単行書住所録３７７

東京音楽大学単行書東京音楽大学６５年史３７７

山下正美単行書会員氏名録　昭和５２・５３年用０６０

末延三次単行書会員氏名録　昭和５０・５１年用０６０

村岡典嗣単行書日本思想史概説１２１

創立百周年記念事業協賛会記念誌編集部単行書創立百周年記念誌　百年のあゆみK３７６

末次三次単行書会員氏名録　昭和４６・４７年用０６０

高橋里美単行書全體の立場K１０４

高橋里美単行書認識論K１１５

米沢市立上郷小学校同窓会単行書会員名簿　創立１００周年記念K３７６

高橋里美単行書歴史と辯證法K１１６

高橋里美単行書体験と存在K１１１

高橋里美単行書高橋里美全集第二巻～七巻K１１０

弘前市立博物館単行書近衛家陽明文庫名宝展実施報告書７０９

佃律志単行書「生涯改革者」上杉鷹山の教えK２８９

著者名１図書区分書名分類

飯田市美術博物館・遠山常民大学単行書遠山霜月祭７６８

米沢金剛会会史発刊編集委員会編集部会単行書米沢金剛流四百年のあゆみ　米沢金剛会史誌K７７３

安城市歴史博物館単行書安城ゆかりの大名　藤井松平家７５６

高橋慎一郎単行書武士の掟２１０.４７

福島県立博物館単行書小さなもの集まれ！－雛道具から古民家模型まで－５８９

岡�甚幸・大谷孝彦・鈴木利友・天畠秀秋単行書京町家の環境技術と生活態度そして文化の形成５２１

Gunnar Jinmei Linder単行書Deconstructing Tradition in Japanese MusicF７６８

宮崎県総合博物館単行書宮崎県総合博物館総合調査報告書０６９.９６

同志社社史資料センター第一部門研究単行書新島研究　第１０３号S０６９.６２

成澤勝嗣単行書もっと知りたい　狩野永徳と京狩野７２１

井沢元彦単行書誤解の日本史２１０

大野信長・有沢重雄・加唐亜紀単行書ビジュアル百科　日本の城１０００城　１冊でまるわかり！５２１

櫛田英俊単行書日本藝術の創跡　１６　名作からのメッセージ　－芸術の秘奥を旅して－７０８

西方町史編さん委員会単行書西方町史２１３.２

豊橋市自然史博物館単行書干潟の自然　－汐川干潟・六条潟・三河湾の干潟－４８０

北影雄幸単行書戦国　十冊の名著９１３

成田典子単行書テキスタイル用語辞典７５３

ジェーンマリー・ロー単行書神舞い人形　淡路人形伝統の生と死、そして再生３８６

さいたま市立博物館単行書縄文土器百選　inさいたま２１３.４

福井県立一乗谷浅倉氏遺跡資料館単行書特別史跡福井県立一乗谷浅倉氏遺跡　４１２１０.２

富山市郷土博物館単行書街道を歩く　－近世富山町と北陸道－９１５

MIHO MUSEUM単行書MIHO GRANDMA Ⅱ　母なる方へ７０８

武光誠単行書京都を歴史に沿って歩く本　平安～室町時代篇２１６.２



２９

（２）保管
　新規受け入れ資料のデータベース登録
　市内小中学校作品貸出
　米沢市議会棟アートアセンブリ展示作品貸出
　米沢市役所への作品貸出

■収蔵資料数（平成２３年度）

■館蔵資料貸出　２１件
■館蔵資料掲載申請件数　３８３件
■館蔵資料特別利用件数　２０件

（３）修理
　絵画＝椿　貞雄　「洋装せる菊子立像」１９２２年　油彩・画布（額あり）
　　　　　　　　　① クリーニング　②支持体の補修と絵具の定着・ワニスの調整　③額の安定
　　　　土田文雄　「果実図」「風景図」「風景図」「風景図」「海辺」「風景図」
　　　　　　　　　６点のキャンバスの伸ばしとクリーニング
　　　　＊いずれも東北芸術工科大学文化財修復センターに委託
　刀剣＝・刀　　　於東都加藤綱俊作之／嘉永四年八月日　　　１振　　運寿是一淬之　１振　長さ　７９．９㎝
　　　　・脇指　　於江府長運斎綱俊／嘉永四年八月日　　　　１振　　長さ　５１．８㎝
　　　　・刀　　　出羽住義正作　　　　　　　　　　　　　　１振　　長さ　７２．０㎝　　　　　　　　　　　　　
　　　　　①刀剣の粗研ぎをし、深い錆びを落とす。刃こぼれと、刃区を繕う。
　　　　　②銅下地で、各刀剣に合わせてハバキを作成する。
　　　　　③白鞘を刀身に合わせて、新規作成する。
　　　　　④ハバキに金渡金の表面加工処理をする。
　　　　　⑤刀剣に化粧仕上げ研磨をする。
　　　　　⑥刀剣保管袋に入れる。

（４）博物館環境
　ＩＰＭ
　　　　・一般・特別収蔵庫の定期清掃
　　　　・展示倉庫の定期清掃
　　　　・トラックヤードへの虫捕りテープの設置
　　　　・館内空調のフィルタの設置
　　　　・環境モニタによるチェック　
　　　　・パッシブドインジケータによる有機酸のチェックなど
　新規受入資料の燻蒸作業（８月）
　　　　・トラックヤードにおいてフレーム燻蒸を行った。 

大分類� ２２年度末資料総数�
１７，３３３�
１，７８７�
２９４�
７４６�
７０�

１，５７３�
３，０８４�
４０５�
８６�

３，３９７�
１４�
３�
１�
１�
１�
４３�
―�
１�

２０，７３０�
１，８０１�
２９７�
７４７�
７１�

１，５７４�
３，１２７�
４０５�
�８７�

  ３，４６０� ２８，８３９�

２３年度受入点数� 平成２３年度末資料総数�
歴 史 資 料�
絵　　　画�
彫　　　刻�
工　　　芸�
刀　　　剣�
書　　　跡�
生 活 資 料�
写　　　真�
そ　の　他�
合　　　計�



管理・運営

（１）利用状況
　　　　　　　　　　　　　　平成２３年度入館者統計

（２）平成２３年度発行物
　　　　伝国の杜だより　ＶＯＬ．２０　　　　洛中洛外図屏風に描かれた世界
　　　　　８頁　平成２３年９月　５，３００部発行　　　　１３６頁　平成２３年４月　３，０００冊発行

　　　　伝国の杜だより　ＶＯＬ．２１　　　　本間国雄―旅に生きる―
　　　　　８頁　平成２４年３月　５，３００部発行　　　　４７頁　平成２３年１１月　５００冊発行

　　　　上杉氏のルーツ　　　　　　　　　　米沢の刀工―よみがえる赤羽刀―
　　　　　７９頁　平成２３年４月　１，０００冊発行　　　　９６頁　平成２４年１月　１，０００冊発行

（３）ミュージアムショップ商品紹介
　　　当館ミュージアムショップで販売しているミュージアムグッズの売れ筋ランキングです。

３０

月�

４月�

５月�

６月�

７月�

８月�

９月�

１０月�

１１月�

１２月�

１月�

２月�

３月�

合計�

２，９５５� ４６� ２９４�３，２９５�

１４，０００� ３５９�２，２４５�１６，６０４�

４，４２２� ２７８�１，４０９�６，１０９�

５，３８５� １９８� ６６５�６，２４８�

７，４５２� ６２４�１，１２２�９，１９８�

５，５２０� ２３８�１，６１５�７，３７３�

８，７４４� ２０６�１，３３４�１０，２８４�

５，７１５� ２１４� ５６８�６，４９７�

１，２０２� ３２� ４８�１，２８２�

１，２６８� ６４� ９３�１，４２５�

１，７１５� １３８� １０６�１，９５９�

２，４０２� ２１７� １６２�２，７８１�

６０，７８０�２，６１４�９，６６１�７３，０５５�

一般� 合計�
�

小中生�高校生�
�

常設展（月別）� （単位：名）

企画展別入場者数� （単位：名）

２０，８３０�２，６９８�４１３�１７，７１９�

企画展名・会期�
開館１０周年記念特別展�
「上杉氏のルーツ　～関東管領上杉家～」�
平成２３年４月１６日～６月５日（５０日間）�

開館１０周年記念企画展�
「上杉氏のルーツ　～関東管領上杉家～」�
平成２３年６月１１日～７月１８日（３７日間）�

開館１０周年記念企画展�
「近くてなつかしい昭和２　～昭和の旅の記憶～」�
平成２３年７月２８日～９月２５日（５８日間）�

開館１０周年記念特別展�
「洛中洛外図屏風に描かれた世界」�
平成２３年１０月８日～１１月６日（２９日間）�

開館１０周年記念企画展�
「本間国雄展　―旅に生きる―」�
平成２３年１１月１２日～平成２４年１月１５日（５４日間）�

開館１０周年記念企画展�
「よみがえる赤羽刀　―米沢ゆかりの刀剣―」�
平成２４年１月２８日～３月４日（３２日間）�

追悼　特別展示�
「米沢が生んだ日本画の巨星　遠藤桑珠と福王寺法林」�
平成２４年３月１０日～４月８日（１９日間）※�

※日数、入館者数は平成２３年度中（３月３１日）までのもの�

５，１３２�５２４�３４２�４，２６６�

１４，９９５�２，１３６�５８２�１２，２７７�

１１，０６９�１，１４５�２３８�９，６８６�

４，３８８�２６３�２３１�３，８９４�

６２，０９８�６，９０６�１，９４８�５３，２４４�

２，５２６�１４０�１４２�２，２４４�

３，１５８�３，１５８�

一般� 高大生� 小中生� 合計�

１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
１０�

花押シール �
ポストカード　小川通り �
成せば成る湯呑み �
洛中洛外図屏風　クリアファイル �
メモ帳　花押 �
洛中洛外図屏風　立体はがき２枚 �
ポストカード　正月の内裏�
手拭い　なせばなる／青 �
ポストカード　神輿の渡御�
手拭い　なせばなる／赤 �

順位� 商　　　品　　　名�
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組　織

１．財団法人米沢上杉文化振興財団
　社団法人上杉博物館が平成２年３月に解散し、かわって財団法人米沢上杉文化振興財団が平成２年３月２２日に設立
され、米沢市立上杉博物館（平成１３年９月２９日からは米沢市上杉博物館）の管理運営を財団に委託することになった。
また、平成１８年度より、米沢市上杉博物館の指定管理者として、管理運営を行っている。
　この財団は、平成元年、上杉家１６代当主隆憲氏より、重要文化財「上杉家文書」・重要文化財「紙本金地著色洛中
洛外図」（ともに現在は国宝）・県指定文化財「紙本著色厩図」・重要美術品「太刀銘長船光附打刀拵」の４件が米沢市
に寄贈されたことを機として設立されたものであり、地域文化の振興を図るため、歴史・文化に関する調査研究及び
美術品の公開展示などの地域社会のより豊かな文化生活に寄与することを目的としている。（平成２４年３月１９日に公益
財団法人として認定を受けている。）

役　　員（敬称略　順不同）
　名誉会長　　上杉　邦憲
　顧　　問　　安部三十郎　　佐藤ひさし　　�橋　幸翁　　上杉　季雄
　理　事　長　　伊藤　和夫
　副理事長　　亀岡　　博　　松田　俊春
　常務理事　　磯部　道昭
　理　　事　　上杉紀美子　　上杉　裕憲　　遠藤　恵子　　筧　　統子　　小嶋彌左衛門　　斎藤　栄助
　　　　　　　酒井　　彰　　佐藤　政一　　真田　幸光　　大乗寺　健　　種村　信次　　　原田　時子
　　　　　　　町田　富保　　山中　絢子
　評　議　員　　安部　行雄　　五十嵐京子　　板垣　正明　　川合　重穂　　九里　廣志　　桑原　君子
　　　　　　　佐藤美保子　　佐野　隆一　　鈴木　秀男　　�橋　英機　　�橋　幹夫　　田中　米子　
　　　　　　　手塚　　正　　新田　妙子　　舟山まり子　　本田　忠夫　　宮坂　直樹　　涌井　旦一
　監　　事　　加藤　英樹　　小林　正夫

事　務　局
　事務局長　　磯部　道昭
　事務局員　　角屋由美子　　花田　美穂　　生熊　郁子　　阿部　哲人　　安部　理絵　　千田　祥子
　　　　　　　寒河江大輔　　遠藤　友紀

２．伝国の杜運営協議会
　財団法人米沢上杉文化振興財団が指定管理者として管理する米沢市上杉博物館および、隣接する置賜文化ホールで
開催する自主事業等の適切な運営を図るために設立された諮問機関。

伝国の杜運営協議会員
　高橋由紀男（学校教育関係者）　　山田　真一（学校教育関係者）　　遠藤　　英（学校教育関係者）
　発智　由紀（学校教育関係者）　　内藤　文徳（学識経験者）　　　　安部　　徹（学識経験者）
　貝沼　安造（学識経験者）　　　　黒田　三佳（学識経験者）　　　　原　淳一郎（学校教育関係者）
　加藤ヨシ子（学識経験者）　　　　遠藤　妙子（学識経験者）　　　　楠　　裕行（学識経験者）
　本田　和也（学識経験者）

館長�

伝国の杜運営協議会�

事務局�

名誉会長� 評議員会�

事務局長�

事務局員� 学芸員�

理 事 会 � 理　事　長�
副 理 事 長�
常 務 理 事�
理　　　事�

監事�

顧問�

財団法人米沢上杉文化振興財団�
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扉絵資料解説�

菜の花と海�

遠藤桑珠�
１９９２�
紙本着色�
１７０．７×２２０．７�

桑珠の作品の魅力の一つが大胆で明快な構図であると言えます。本作品は画面に引かれた二本の水平な線、そ
して花畑に走る数本の斜めの線が、画面を引き締めるとともに安定感をもたらしています。�
鮮やかな黄色の菜の花には、北国に住む人ならずとも待ちわびる、何物にも代えがたい春の喜びが凝縮されて

います。�
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